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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、
　複数のインターリーブされたリソースブロック上でアップリンク（ＵＬ）チャネル使用
ビーコン信号を送信することと、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める前記競合に勝つと、および
アップリンクチャネル使用ビーコン信号を送信した後、要求メッセージを送信すること、
ここで、前記要求メッセージは、前記無認可無線周波数スペクトル帯域において動作する
セルにアクセスするために、拡張物理ランダムアクセスチャネル（ｅＰＲＡＣＨ）上でユ
ーザ機器（ＵＥ）によって送信される、と、
　複数のインターリーブされたリソースブロック上でダウンリンク（ＤＬ）チャネル使用
ビーコン信号を受信することと、
　前記要求メッセージを送信したことに応答して、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して応答メッセージを受信することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、
　複数のインターリーブされたリソースブロック上でアップリンク（ＵＬ）チャネル使用
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ビーコン信号を受信することと、
　第１の要求メッセージを受信すること、ここで、前記第１の要求メッセージが、前記無
認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、第１のユー
ザ機器（ＵＥ）から拡張物理ランダムアクセスチャネル（ｅＰＲＡＣＨ）上で基地局によ
って受信される、と、
　複数のインターリーブされたリソースブロック上でダウンリンク（ＤＬ）チャネル使用
ビーコン信号を送信することと、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める前記競合に勝ったことに応
答して、またダウンリンクチャネル使用ビーコン信号を送信した後、また前記第１のＵＥ
から前記第１の要求メッセージを受信したことに応答して、前記無認可無線周波数スペク
トル帯域を介して応答メッセージを送信することと、
　を備える、方法。
【請求項３】
　前記要求メッセージが、接続セットアップ要求、ハンドオーバ完了指示、接続再確立要
求、バッファステータス報告、デバイス識別子、または原因値のうちの少なくとも１つを
備える、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記応答メッセージが、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールさ
れたアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくと
も１つを備える、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ｅＰＲＡＣＨが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信されるまたは
それぞれ受信される、請求項１または２に記載の方法。
【請求項６】
　前記要求メッセージが、スケジュールされていない要求メッセージである、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　システム情報ブロック中で、前記応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間
窓の指示を受信することと、
　前記少なくとも１つの時間窓のうちの少なくとも１つ中に前記応答メッセージについて
前記無認可無線周波数スペクトル帯域を監視することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの時間窓の前記指示が、少なくとも１つの接続確立時間窓の第１の
指示と少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の指示とを備える、請求項７に記載の
方法。
【請求項９】
　システム情報ブロック中で、周波数インターレースリソースブロックへの前記ｅＰＲＡ
ＣＨのリソースセットのマッピングを受信すること、および、
　前記ｅＰＲＡＣＨの前記リソースセットの中から、前記要求メッセージを送信するため
のリソースセットを選択すること、または、
　前記システム情報ブロック中で、前記ｅＰＲＡＣＨのためのトランスポートブロックサ
イズの少なくとも１つの指示、および前記ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力
制御パラメータを、受信すること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　システム情報ブロック中で、前記送信することを実行するために利用可能な少なくとも
１つのサブフレームの指示を受信すること、および／または、
　前記応答メッセージを受信したことに応答して、スケジュールされた確認メッセージを
送信すること、および／または、
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　前記応答メッセージを受信する前に前記送信することを繰り返すこと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ｅＰＲＡＣＨが、少なくとも１つの競合ベースのリソースセットを備え、および前
記ｅＰＲＡＣＨが、少なくとも１つの専用のリソースセットをさらに備え、または前記要
求メッセージが、前記少なくとも１つの専用のリソースセットのうちの１つを使用して送
信されたハンドオーバ完了指示である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記要求メッセージが、サブフレーム境界と同期して送信される、請求項１に記載の方
法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　要求メッセージを送信すること、ここで、前記要求メッセージが、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、前記無認可無線周波数スペク
トル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに拡張物理ランダムアクセスチャネル
（ｅＰＲＡＣＨ）上でユーザ機器（ＵＥ）によって送信される、と、
　複数のインターリーブされたリソースブロック上でダウンリンク（ＤＬ）チャネル使用
ビーコン信号を受信することと、
　前記要求メッセージを送信したことに応答して、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して応答メッセージを受信すること、ここで、前記要求メッセージが、事前構成され
たアップリンククリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）オケージョン
中に送信される、
　を備える方法。
【請求項１４】
　前記第１の要求メッセージを受信することと前記応答メッセージを送信することとの間
に、前記第１のＵＥのコンテキストをソース基地局に要求すること、および／または
　複数のＵＥのうちの少なくとも１つからそれぞれの要求メッセージを受信すること、こ
こで、それぞれの要求メッセージが、それぞれのデバイス識別子を備え、前記第１の要求
メッセージが、第１のデバイス識別子を備える、および／または
　前記第１のＵＥのほうを優先して前記複数のＵＥの間のチャネル競合を解決すること、
および
　前記応答メッセージ中に前記第１のデバイス識別子を含めること、
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　複数のインターリーブされたリソースブロック上でアップリンク（ＵＬ）チャネル使用
ビーコン信号を受信することと、
　第１の要求メッセージを受信すること、ここで、前記第１の要求メッセージが、無認可
無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、第１のユーザ機
器（ＵＥ）から拡張物理ランダムアクセスチャネル（ｅＰＲＡＣＨ）上で基地局によって
受信される、と、
　前記第１のＵＥから前記第１の要求メッセージを受信したことに応答して、前記無認可
無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに、前記無認可無線
周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージを送信することと、ここで、前記要求メッ
セージが、事前構成されたダウンリンククリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除送信
（ＣＥＴ）オケージョン中に送信される、
　を備える、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年９月２５日に出
願された、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ａｃｃｅｓｓｉｎｇ　Ａ　Ｃｅｌｌ　Ｕｓ
ｉｎｇ　Ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒ
ｕｍ　Ｂａｎｄ」と題する、Ｖａｊａｐｅｙａｍらによる米国特許出願第１４／８６５，
８９１号、および２０１４年９月２９日に出願された、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ
　Ａｃｃｅｓｓｉｎｇ　Ａ　Ｃｅｌｌ　Ｕｓｉｎｇ　Ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｂａｎｄ」と題する、Ｖａｊａｐｅｙ
ａｍらによる米国仮特許出願第６２／０５６，９１４号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、無認可無
線周波数スペクトル帯域を使用してセルにアクセスするための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
およびブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波
数、および電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが
可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多
元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムが
ある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が、場合によってはユーザ
機器（ＵＥ）として知られる複数の通信デバイスのための通信を同時にサポートする、い
くつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）
ダウンリンクチャネル、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アップリ
ンクチャネル上で、ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの通信モードは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した、またはセ
ルラーネットワークの異なる無線周波数スペクトル帯域（たとえば、認可無線周波数スペ
クトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域）を介したＵＥとの通信を可能にし得
る。認可無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータトラ
フィックの増加とともに、無認可無線周波数スペクトル帯域への少なくとも一部のデータ
トラフィックのオフロードは、セルラー事業者にデータ送信容量の増強のための機会を与
え得る。無認可無線周波数スペクトル帯域はまた、認可無線周波数スペクトル帯域へのア
クセスを有しないことがあるスタジアムまたはホテルなどのベニューにワイヤレスアクセ
スを与えることができる。
【０００６】
　[0006]無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得し、無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して通信する前に、基地局またはＵＥは、無認可無線周波数スペクトル帯
域へのアクセスを求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen bef
ore talk）手順を実行し得る。ＬＢＴ手順は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネ
ルが利用可能であるかどうかを決定するためにクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）手
順を実行することを含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用不可能
であると決定されたとき、チャネルのためにＣＣＡ手順が後で再び実行され得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示は、たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用してセルにアクセ
スするための１つまたは複数の技法に関する。いくつかの条件下で（たとえば、認可無線
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周波数スペクトル帯域において動作するセルが利用可能でないとき）、ＵＥは、ＵＥの１
次セルとして無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスし得る。
無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスする１つの方法は、ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））通信またはＬＴＥアドバンスト（Ｌ
ＴＥ－Ａ）通信のために使用されるランダムアクセス手順および無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ：Radio Resource Control）接続セットアップ手順を使用することである。ただし、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａランダムアクセス手順およびＲＲＣ接続セットアップ手順は、１）ＵＥ
から基地局に送信されるランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プリアンブル、２）基地
局からＵＥに送信される応答、３）ＵＥから基地局に送信されるＲＲＣ接続要求メッセー
ジ、および４）基地局からＵＥに送信されるチャネル競合解決指示および接続構成メッセ
ージの４つのメッセージの送信を伴う。認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され
るときに、４つのメッセージは、スケジュールされた方法で、認可無線周波数スペクトル
帯域の利用可能性が保証された状態で送信される。しかしながら、無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して送信されるとき、４つのメッセージの各々は、無認可無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つために１つまたは複数のＣＣＡ手順の実行を
必要とし得る。無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合の不確実性に
より、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した４つのメッセージの送信は、信頼できな
いか、または散発的であり得る。無認可無線周波数スペクトル帯域を介した４つのメッセ
ージの送信はまた、認可無線周波数スペクトル帯域を介した４つのメッセージの送信と比
較して、遅くなるか、またはオーバーヘッド集中的になり得る。本開示は、無認可無線周
波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために送信されるメッセージの
数を低減するための技法について説明する。
【０００８】
　[0008]一例では、ワイヤレス通信のための方法について説明する。一例では、本方法は
、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、無認可無線
周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと要求メッセージを送信すること
と、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージを受信することとを含み得
る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセ
スするために、拡張物理ランダムアクセスチャネル（ｅＰＲＡＣＨ：enhanced physical 
random access channel）上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、要求メッ
セージを送信したことに応答して受信され得る。
【０００９】
　[0009]本方法のいくつかの例では、要求メッセージは、接続セットアップ要求、ハンド
オーバ完了指示、接続再確立要求、バッファステータス報告、デバイス識別子、または原
因値（cause value）のうちの少なくとも１つを含み得る。本方法のいくつかの例では、
応答メッセージは、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールされたア
ップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくとも１つ
を含み得る。本方法のいくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨは、無認可無線周波数スペクトル
帯域を介して送信され得る。本方法のいくつかの例では、要求メッセージは、スケジュー
ルされていない要求メッセージであり得る。
【００１０】
　[0010]いくつかの例では、本方法は、システム情報ブロック中で、応答メッセージの受
信のための少なくとも１つの時間窓の指示を受信することを含み得る。いくつかの例では
、本方法は、少なくとも１つの時間窓のうちの少なくとも１つ中に応答メッセージについ
て無認可無線周波数スペクトル帯域を監視することを含み得る。本方法のいくつかの例で
は、少なくとも１つの時間窓の指示は、少なくとも１つの接続確立時間窓の第１の指示と
少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の指示とを含み得る。
【００１１】
　[0011]いくつかの例では、本方法は、システム情報ブロック中で、周波数インターレー
スリソースブロックへのｅＰＲＡＣＨのリソースセットのマッピングを受信することを含
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み得る。いくつかの例では、本方法は、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットの中から、要求メ
ッセージを送信するためのリソースセットを選択することを含み得る。いくつかの例では
、本方法は、システム情報ブロック中で、ｅＰＲＡＣＨのためのトランスポートブロック
サイズの少なくとも１つの指示を受信することを含み得る。いくつかの例では、本方法は
、システム情報ブロック中で、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パラメ
ータを受信することを含み得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの例では、本方法は、システム情報ブロック中で、送信することを実行
するために利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示を受信することを含み得る。
いくつかの例では、本方法は、応答メッセージを受信したことに応答して、スケジュール
された確認メッセージを送信することを含み得る。いくつかの例では、本方法は、応答メ
ッセージを受信する前に送信することを繰り返すことを含み得る。
【００１３】
　[0013]本方法のいくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨは、少なくとも１つの競合ベースのリ
ソースセットを含み得る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨは、さらに、少なくとも１つ
の専用のリソースセットを含み得る。いくつかの例では、要求メッセージは、少なくとも
１つの専用のリソースセットのうちの１つを使用して送信されたハンドオーバ完了指示を
含み得る。いくつかの例では、要求メッセージは、サブフレーム境界と同期して送信され
得る。
【００１４】
　[0014]一例では、ワイヤレス通信のための装置について説明する。一例では、本装置は
、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、無認可無線
周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと要求メッセージを送信すること
と、応答メッセージを受信することとを行うための手段を含み得る。要求メッセージは、
無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、ｅＰＲＡ
ＣＨ上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、要求メッセージを送信したこと
に応答して無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例では、
本装置は、さらに、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様
を実装するための手段を含み得る。
【００１５】
　[0015]一例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。一例では、本装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。プロセッサと
メモリとは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、
無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと要求メッセージを送
信することと、応答メッセージを受信することとを行うように構成され得る。要求メッセ
ージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、
ｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、要求メッセージを送信
したことに応答して無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの
例では、命令はまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態
様を実装するために、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００１６】
　[0016]一例では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一
時的コンピュータ可読媒体について説明する。一例では、コードは、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求める競合に勝つと要求メッセージを送信することと、応答メッセージを
受信することとを行うために、プロセッサによって実行可能であり得る。要求メッセージ
は、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、ｅＰ
ＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、要求メッセージを送信した
ことに応答して無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例で
は、コードはまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様



(7) JP 6625621 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

を実装するために使用され得る。
【００１７】
　[0017]一例では、ワイヤレス通信のための別の方法について説明する。一例では、本方
法は、要求メッセージを送信することと、応答メッセージを受信することとを含み得る。
要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスす
るために、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに
ｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、要求メッセージを送信
したことに応答して無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。本方法のい
くつかの例では、要求メッセージは、事前構成されたアップリンクＣＥＴオケージョン中
に送信され得る。
【００１８】
　[0018]一例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。一例では、本装
置は、要求メッセージを送信するための手段と、応答メッセージを受信するための手段と
を含み得る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセル
にアクセスするために、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝
つことなしにｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、要求メッ
セージを送信したことに応答して無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る
。いくつかの例では、本装置は、さらに、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の
１つまたは複数の態様を実装するための手段を含み得る。
【００１９】
　[0019]一例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。一例では、本装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。プロセッサと
メモリとは、要求メッセージを送信することと、応答メッセージを受信することとを行う
ように構成され得る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作
するセルにアクセスするために、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める
競合に勝つことなしにｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、
要求メッセージを送信したことに応答して無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信
され得る。いくつかの例では、命令はまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法
の１つまたは複数の態様を実装するために、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００２０】
　[0020]一例では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一
時的コンピュータ可読媒体について説明する。一例では、コードは、要求メッセージを送
信することと、応答メッセージを受信することとを行うために、プロセッサによって実行
可能であり得る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作する
セルにアクセスするために、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合
に勝つことなしにｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。応答メッセージは、要求
メッセージを送信したことに応答して無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され
得る。いくつかの例では、コードはまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の
１つまたは複数の態様を実装するために使用され得る。
【００２１】
　[0021]一例では、ワイヤレス通信のための別の方法について説明する。一例では、本方
法は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、第１の
要求メッセージを受信することと、応答メッセージを送信することとを含み得る。第１の
要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスす
るために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受信され得る。応答メッセー
ジは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝ったことに応答し
て、また第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信したことに応答して、無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して送信され得る。
【００２２】
　[0022]本方法のいくつかの例では、第１の要求メッセージは、接続セットアップ要求、
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ハンドオーバ完了指示、接続確立要求、バッファステータス報告、デバイス識別子、また
は原因値のうちの少なくとも１つを含み得る。本方法のいくつかの例では、応答メッセー
ジは、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールされたアップリンク許
可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくとも１つを含み得る。
場合によっては、ｅＰＲＡＣＨは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得
る。いくつかの例では、本方法は、第１の要求メッセージを受信することと応答メッセー
ジを送信することとの間に、第１のＵＥのコンテキストをソース基地局に要求することを
含み得る。
【００２３】
　[0023]いくつかの例では、本方法は、複数のＵＥのうちの少なくとも１つからそれぞれ
の要求メッセージを受信すること、それぞれの要求メッセージが、それぞれのデバイス識
別子を含み、第１の要求メッセージは、第１のデバイス識別子を含む、を含み得る。これ
らの例では、本方法は、さらに、第１のＵＥのほうを優先して複数のＵＥの間のチャネル
競合を解決することと、応答メッセージ中に第１のデバイス識別子を含めることとを含み
得る。
【００２４】
　[0024]一例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。一例では、本装
置は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つための手段と、
第１の要求メッセージを受信するための手段と、応答メッセージを送信するための手段と
を含み得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作す
るセルにアクセスするために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受信され
得る。応答メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に
勝ったことに応答して、また第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信したことに応答
して、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、本装
置は、さらに、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実
装するための手段を含み得る。
【００２５】
　[0025]一例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。一例では、本装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。プロセッサと
メモリとは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、
第１の要求メッセージを受信することと、応答メッセージを送信することとを行うように
構成され得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作
するセルにアクセスするために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受信さ
れ得る。応答メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合
に勝ったことに応答して、また第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信したことに応
答して、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、命
令はまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装す
るために、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００２６】
　[0026]一例では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一
時的コンピュータ可読媒体について説明する。一例では、コードは、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、第１の要求メッセージを受信する
ことと、応答メッセージを送信することとを行うために、プロセッサによって実行可能で
あり得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作する
セルにアクセスするために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受信され得
る。応答メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝
ったことに応答して、また第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信したことに応答し
て、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、コード
はまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装する
ために使用され得る。
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【００２７】
　[0027]一例では、ワイヤレス通信のための別の方法について説明する。一例では、本方
法は、第１の要求メッセージを受信することと、応答メッセージを送信することとを含み
得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセル
にアクセスするために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受信され得る。
応答メッセージは、第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信したことに応答して、無
認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに、無認可無線
周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。本方法のいくつかの例では、要求メッセー
ジは、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に送信され得る。
【００２８】
　[0028]一例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。一例では、本装
置は、第１の要求メッセージを受信するための手段と、応答メッセージを送信するための
手段とを含み得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において
動作するセルにアクセスするために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受
信され得る。応答メッセージは、第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信したことに
応答して、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに
、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、本装置は
、さらに、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装す
るための手段を含み得る。
【００２９】
　[0029]一例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。一例では、本装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。プロセッサと
メモリとは、第１の要求メッセージを受信することと、応答メッセージを送信することと
を行うように構成され得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域
において動作するセルにアクセスするために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局に
よって受信され得る。応答メッセージは、第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信し
たことに応答して、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つこ
となしに、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、
命令はまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装
するために、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００３０】
　[0030]一例では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する別の
非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。一例では、コードは、第１の要求メッ
セージを受信することと、応答メッセージを送信することとを行うために、プロセッサに
よって実行可能であり得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域
において動作するセルにアクセスするために、第１のＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局に
よって受信され得る。応答メッセージは、第１のＵＥから第１の要求メッセージを受信し
たことに応答して、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つこ
となしに、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、
コードはまた、上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実
装するために使用され得る。
【００３１】
　[0031]上記では、以下の発明を実施するための形態がよりよく理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点をかなり広く概説した。以下で、追加の特徴および
利点について説明する。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を遂行するた
めの他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等
価な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特徴、そ
れらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明
を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみの目的で提供され
、特許請求の範囲を定めるものではない。
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【００３２】
　[0032]本発明の性質と利点とについてのさらなる理解は、以下の図面を参照することに
よって達成され得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを
有し得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同
様の構成要素を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照
ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわ
らず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】[0033]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0034]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用する
様々な状況の下でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開され得るワイヤレス通信システムを示す図。
【図３】[0035]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワ
イヤレス通信の一例を示す図。
【図４】[0036]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域における同
期する事業者のＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ）のためのリソース割振りの一例を示す図。
【図５】[0037]本開示の様々な態様による、ＵＥと基地局との間のメッセージフローを示
す図。
【図６】[0038]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワ
イヤレス通信の一例を示す図。
【図７】[0039]本開示の様々な態様による、接続セットアップ中のＵＥと基地局との間の
メッセージフローを示す図。
【図８】[0040]本開示の様々な態様による、ハンドオーバ完了中のＵＥと基地局との間の
メッセージフローを示す図。
【図９】[0041]本開示の様々な態様による、接続再確立中のＵＥと基地局との間のメッセ
ージフローを示す図。
【図１０】[0042]本開示の様々な態様による、接続再確立中のＵＥとターゲット基地局と
ソース基地局との間のメッセージフローを示す図。
【図１１】[0043]本開示の様々な態様による、ＵＥと基地局との間のメッセージフローを
示す図。
【図１２】[0044]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図１３】[0045]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図１４】[0046]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図１５】[0047]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図１６】[0048]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＵ
Ｅのブロック図。
【図１７】[0049]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基
地局（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図。
【図１８】[0050]本開示の様々な態様による、基地局とＵＥとを含む多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）通信システムのブロック図。
【図１９】[0051]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図２０】[0052]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図２１】[0053]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
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すフローチャート。
【図２２】[0054]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図２３】[0055]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図２４】[0056]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図２５】[0057]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　[0058]ワイヤレス通信システムを介した通信の少なくとも一部分のために無認可無線周
波数スペクトル帯域が使用される技法について説明する。いくつかの例では、無認可無線
周波数スペクトル帯域は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。無認可無線周
波数スペクトル帯域は、認可無線周波数スペクトル帯域と組み合わせて、または認可無線
周波数スペクトル帯域から独立して使用され得る。いくつかの例では、無認可無線周波数
スペクトル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）用途などの無認可の用途に少なくとも部分的
に利用可能であるのでデバイスがアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数ス
ペクトル帯域であり得る。
【００３５】
　[0059]認可無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータ
トラフィックの増加とともに、無認可無線周波数スペクトル帯域への少なくとも一部のデ
ータトラフィックのオフロードは、セルラー事業者（たとえば、公衆陸上移動体ネットワ
ーク（ＰＬＭＮ）またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークなどのセルラーネットワークを
定義する基地局の協調させられたセットの事業者）にデータ送信容量の増強のための機会
を与え得る。無認可無線周波数スペクトル帯域はまた、認可無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを有しないことがあるスタジアムまたはホテルなどのベニューにワイヤレスア
クセスを与えることができる。上記のように、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して
通信する前に、デバイスは、無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得するために、
ＬＢＴ手順を実行し得る。そのようなＬＢＴ手順は、無認可無線周波数スペクトル帯域の
チャネルが利用可能であるかどうかを決定するために、ＣＣＡ手順（または拡張ＣＣＡ（
ｅＣＣＡ：extended CCA）手順）を実行することを含み得る。無認可無線周波数スペクト
ル帯域のチャネルが利用可能であると決定されると、ＣＵＢＳは、チャネルを予約するた
めに送信され得る。チャネルが利用可能ではないと決定されたとき、ＣＣＡ手順（または
ｅＣＣＡ手順）が後で再びチャネルに関して実行され得る。
【００３６】
　[0060]本開示で説明するように、１次セルとして無認可無線周波数スペクトル帯域にお
いて動作するセルにアクセスするＵＥは、１つのメッセージを送信し、１つのメッセージ
を受信した後にセルにアクセスし得、これは、認可無線周波数スペクトル帯域において動
作するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセルにアクセスするために現在行われている２つのメッセージ
を送信し、２つのメッセージを受信することよりも効率的であり得る。
【００３７】
　[0061]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明する要
素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシージャ
または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する技法は、説明する
順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合わされ得
る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【００３８】
　[0062]図１に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
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す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワー
ク１３０とを含み得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、ト
ラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティン
グ、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（
たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし得、ＵＥ１
１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コ
ントローラ（図示されず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、バッ
クホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１など）を介して互いと直接または間接的に（たと
えば、コアネットワーク１３０を通して）通信し得、それは、ワイヤードまたはワイヤレ
ス通信リンクであり得る。
【００３９】
　[0063]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ（
ｅＮＢ）、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、または何らかの他の好適な
用語で呼ばれることがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カ
バレージエリアの一部分を構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信
システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局またはスモー
ルセル基地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０
があり得る。
【００４０】
　[0064]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）と
いう用語は、基地局１０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、ＵＥ１１５を表
すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々
な地理的領域にカバレージを提供する、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る
。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタ
イプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて
、基地局、基地局に関連するキャリアもしくは構成要素、またはキャリアもしくは基地局
のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る３ＧＰＰ用語で
ある。
【００４１】
　[0065]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）を
カバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異なる（たとえ
ば、認可、無認可などの）無線周波数スペクトル帯域内でマクロセルとして動作し得る低
電力基地局であり得る。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムトセルと
マイクロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネッ
トワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る
。フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じくカバーし得、
フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed s
ubscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセ
スを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモー
ルセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホー
ムｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、
４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００４２】
　[0066]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送
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信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミ
ングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で
説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００４３】
　[0067]様々な開示する例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプレ
ーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Packet
 Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リンク
制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）レイヤが、論理チャネルを介して通信するためにパ
ケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ
：Medium Access Control）レイヤが、優先度ハンドリングと、トランスポートチャネル
への論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善する
ために、ＭＡＣレイヤにおける再送信を行うためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使
用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤが、ユーザ
プレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ１１５と基地局１０５またはコ
アネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守とを行い得る。物理（ＰＨ
Ｙ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４４】
　[0068]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス
、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局
、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザ
エージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を
含むか、またはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラー
フォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンド
ヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォ
ン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ス
モールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク
機器と通信することが可能であり得る。
【００４５】
　[0069]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、基地局１０５か
らＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信、またはＵＥ１１５から基地局１０５へのア
ップリンク（ＵＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれるこ
ともあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。いくつか
の例では、ＵＬ送信はアップリンク制御情報の送信を含み得、そのアップリンク制御情報
はアップリンク制御チャネル（たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：
physical uplink control channel）または拡張ＰＵＣＣＨ（ｅＰＵＣＣＨ））上で送信
され得る。アップリンク制御情報は、たとえば、ダウンリンク送信の肯定応答もしくは否
定応答、またはチャネル状態情報を含み得る。ＵＬ送信はデータの送信をも含み得、その
データは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared chann
el）または拡張ＰＵＳＣＨ（ｅＰＵＳＣＨ）上で送信され得る。ＵＬ送信は、サウンディ
ング基準信号（ＳＲＳ：sounding reference signal）または拡張ＳＲＳ（ｅＳＲＳ）、
（たとえば、デュアル接続性モード、または図２を参照しながら説明されるスタンドアロ
ンモードでの）物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access c
hannel）または拡張ＰＲＡＣＨ（ｅＰＲＡＣＨ）、あるいは（たとえば、図２を参照しな
がら説明されるスタンドアロンモードでの）スケジューリング要求（ＳＲ：scheduling r
equest）または拡張ＳＲ（ｅＳＲ）の送信をも含み得る。ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲ
ＡＣＨ、ＳＲＳ、またはＳＲへの本開示における言及は、それぞれのｅＰＵＣＣＨ、ｅＰ
ＵＳＣＨ、ｅＰＲＡＣＨ、ｅＳＲＳ、またはｅＳＲへの言及を本質的に含むと推定される
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。
【００４６】
　[0070]いくつかの例では、各通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、
ここで、各キャリアは、上記で説明した様々な無線技術に従って変調された複数のサブキ
ャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号は
、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど
）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波数
領域複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）、ま
たは時間領域複信（ＴＤＤ）動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用
して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム
構造タイプ１）とＴＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）
とが定義され得る。
【００４７】
　[0071]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、基地局１０５またはＵＥ１
１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために、アン
テナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代替と
して、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複
数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ
）技法を採用し得る。
【００４８】
　[0072]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る機能をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャ
ネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」
、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用されることがある。ＵＥ
１１５は、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複
数のアップリンクＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポー
ネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
【００４９】
　[0073]ワイヤレス通信システム１００は、同じくまたは代替的に、認可無線周波数スペ
クトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペ
クトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域が、いくつかの使用のためにいく人かのユー
ザに認可されているので、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合しないことがあ
る、無線周波数スペクトル帯域）または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無
線周波数スペクトル帯域が、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能であるの
で、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペ
クトル帯域）上での動作をサポートし得る。無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセ
スを求める競合に勝つと、送信装置（たとえば、基地局１０５またはＵＥ１１５）は、無
認可無線周波数スペクトル帯域上で１つまたは複数のＣＵＢＳを送信し得る。ＣＵＢＳは
、無認可無線周波数スペクトル帯域上で検出可能なエネルギーを与えることによって、無
認可無線周波数スペクトルを確保するように働き得る。ＣＵＢＳはまた、送信装置を識別
するように働くか、または送信装置と受信装置とを同期させるように働き得る。
【００５０】
　[0074]ＵＥ１１５は、基地局１０５を介して、ワイヤレス通信システム１００のセルに
アクセスするためにランダムアクセス手順を開始し得る。セルは、１次セル（または１次
サービングセル）としてまたは２次セル（または２次サービングセル）としてアクセスさ
れ得る。セルはまた、セルの構成に応じて認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無
線周波数スペクトル帯域を介してアクセスされ得る。
【００５１】
　[0075]図２は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用す
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る様々な状況の下でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開され得るワイヤレス通信システム２００を
示す。より具体的には、図２に、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用してＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａが展開される、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、お
よびスタンドアロンモードの例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照し
て説明したワイヤレス通信システム１００の部分の一例であり得る。その上、第１の基地
局２０５および第２の基地局２０５－ａは、図１に関して説明した基地局１０５のうちの
１つまたは複数の態様の例であり得、第１のＵＥ２１５、第２のＵＥ２１５－ａ、第３の
ＵＥ２１５－ｂ、および第４のＵＥ２１５－ｃは、図１に関して説明したＵＥ１１５のう
ちの１つまたは複数の態様の例であり得る。
【００５２】
　[0076]ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、第１
の基地局２０５は、ダウンリンクチャネル２２０を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭ
Ａ波形を送信し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、無認可無線周波数スペクトル帯域
における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５は、第１の双方向リンク２
２５を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第１の双方向リンク２２
５を使用して第１のＵＥ２１５からＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第１の双方向リン
ク２２５は、認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ４に関連付けられ得る。無
認可無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクチャネル２２０および認可無線周波
数スペクトル帯域における第１の双方向リンク２２５は、同時に動作し得る。ダウンリン
クチャネル２２０は、第１の基地局２０５のためにダウンリンク容量オフロードを提供し
得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャネル２２０は、（たとえば、１つのＵＥに宛
てられる）ユニキャストサービスのために、または（たとえば、いくつかのＵＥに宛てら
れる）マルチキャストサービスのために使用され得る。この状況は、認可無線周波数スペ
クトルを使用し、トラフィックまたはシグナリングの混雑の一部を緩和する必要がある、
任意のサービスプロバイダ（たとえば、モバイルネットワーク事業者（ＭＮＯ））に対し
て生じ得る。
【００５３】
　[0077]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一例
では、第１の基地局２０５は、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５－
ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５
－ａからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、またはリソースブロックインターリーブ
ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第２の双方向リンク２３０は、無認可無線周波数スペクトル
帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５はまた、第３の双方向
リンク２３５を使用して第２のＵＥ２１５－ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第３の双方
向リンク２３５を使用して第２のＵＥ２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。
第３の双方向リンク２３５は、認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連
付けられ得る。第２の双方向リンク２３０は、第１の基地局２０５のためにダウンリンク
およびアップリンクの容量オフロードを提供し得る。上記で説明した補助ダウンリンクの
ように、この状況は、認可無線周波数スペクトルを使用し、トラフィックまたはシグナリ
ングの混雑の一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ
）に対して生じ得る。
【００５４】
　[0078]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の
例では、第１の基地局２０５は、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１５
－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１
５－ｂからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、またはリソースブロックインターリー
ブ波形を受信し得る。第４の双方向リンク２４０は、無認可無線周波数スペクトル帯域に
おける周波数Ｆ３に関連付けられ得る。第１の基地局２０５はまた、第５の双方向リンク
２４５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第５の双方向リン
ク２４５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第５の
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双方向リンク２４５は、認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連付けら
れ得る。第４の双方向リンク２４０は、第１の基地局２０５のためにダウンリンクおよび
アップリンクの容量オフロードを提供し得る。この例および上で与えられた例は説明の目
的で提示され、容量オフロードのために、認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａを組み合わせ、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用する他の同様の動作
モードまたは展開状況があり得る。
【００５５】
　[0079]上記で説明したように、無認可無線周波数スペクトル帯域においてＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａを使用することによって提供される容量のオフロードから利益を得ることがある１
つのタイプのサービスプロバイダは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセス権を有する従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダについて、運
用上の例としては、認可無線周波数スペクトル帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ１次コンポー
ネントキャリア（ＰＣＣ）と、無認可無線周波数スペクトル帯域上の少なくとも１つの２
次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用するブートストラップモード（たとえば、
補足ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）があり得る。
【００５６】
　[0080]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、たとえば、（たと
えば、第１の双方向リンク２２５と、第３の双方向リンク２３５と、第５の双方向リンク
２４５とを介して）認可無線周波数スペクトル帯域において通信され得、データは、たと
えば、（たとえば、第２の双方向リンク２３０と第４の双方向リンク２４０とを介して）
無認可無線周波数スペクトル帯域において通信され得る。無認可無線周波数スペクトル帯
域を使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波
数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポー
ネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーション
の範疇に入り得る。
【００５７】
　[0081]ワイヤレス通信システム２００におけるスタンドアロンモードの一例では、第２
の基地局２０５－ａは、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃにＯＦＤＭ
Ａ波形を送信し得、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃからＯＦＤＭＡ
波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、またはリソースブロックインターリーブＦＤＭＡ波形を受信
し得る。双方向リンク２５０は、無認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ３に
関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、スタジアム内アクセス（たとえば、ユニキ
ャスト、マルチキャスト）など、非従来型のワイヤレスアクセスの状況において使用され
得る。この動作モードのためのサービスプロバイダのタイプの例は、認可無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを有しないスタジアム所有者、ケーブル会社、イベント主催者、
ホテル、企業、または大企業であり得る。
【００５８】
　[0082]いくつかの例では、図１または図２を参照しながら説明した基地局１０５、２０
５、または２０５－ａのうちの１つ、あるいは図１または図２を参照しながら説明したＵ
Ｅ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－ｃのうちの１つなどの送信
装置は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへの（たとえば、無認可無線周波数
スペクトル帯域の物理チャネルへの）アクセスを獲得するためにゲーティング間隔を使用
し得る。いくつかの例では、ゲーティング間隔は周期的であり得る。たとえば、周期的ゲ
ーティング間隔は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線間隔の少なくとも１つの境界と同期され得る
。ゲーティング間隔は、欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）（ＥＮ３０１　８９３）に
おいて指定されているＬＢＴプロトコルに基づくＬＢＴプロトコルなど、コンテンション
ベースのプロトコルの適用を定義し得る。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティン
グ間隔を使用するとき、ゲーティング間隔は、送信装置がクリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ）手順などのコンテンション手順（たとえば、ＬＢＴ手順）を実行する必要がある
ときを示し得る。ＣＣＡ手順の結果は、（ＬＢＴ無線フレームとも呼ばれる）ゲーティン
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グ間隔のために無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるのかまたは
使用中であるのかを送信装置に示し得る。チャネルが対応するＬＢＴ無線フレームのため
に利用可能（たとえば、使用のために「クリア」）であることをＣＣＡ手順が示すとき、
送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの一部または全部の間に無認可無線周波数スペクトル帯
域のチャネルを予約または使用し得る。チャネルが利用可能ではないこと（たとえば、チ
ャネルが別の送信装置によって使用中であるか、または予約されていること）をＣＣＡ手
順が示すとき、送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの間にチャネルを使用することを妨げら
れ得る。
【００５９】
　[0083]図３に、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した
ワイヤレス通信３１０の例３００を示す。いくつかの例では、ＬＢＴ無線フレーム３１５
は、１０ミリ秒の持続時間を有し得、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３２０
と、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブフレーム３２５と、２つのタイプの特殊サブフレ
ーム、Ｓサブフレーム３３０およびＳ’サブフレーム３３５とを含み得る。Ｓサブフレー
ム３３０は、ダウンリンクサブフレーム３２０とアップリンクサブフレーム３２５との間
の遷移を与え得るが、Ｓ’サブフレーム３３５は、アップリンクサブフレーム３２５とダ
ウンリンクサブフレーム３２０との間の遷移を与え得る。
【００６０】
　[0084]Ｓ’サブフレーム３３５の間に、図１または図２を参照しながら説明した基地局
１０５、２０５、または２０５－ａの１つまたは複数など、１つまたは複数の基地局によ
って、ワイヤレス通信３１０が行われる無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルをあ
る期間の時間の間予約するために、ダウンリンククリアチャネルアセスメント（ＤＣＣＡ
）手順３４５が実行され得る。基地局によるＤＣＣＡ手順３４５の成功の後、基地局は、
基地局がチャネルを予約したという指示を他の基地局または装置（たとえば、ＵＥ、Ｗｉ
－Ｆｉアクセスポイントなど）に提供するために、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ
）（たとえば、ダウンリンクＣＵＢＳ（Ｄ－ＣＵＢＳ３５０））を送信し得る。いくつか
の例では、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０は、複数のインターリーブされたリソースブロックを使用
して送信され得る。このようにしてＤ－ＣＵＢＳ３５０を送信することは、Ｄ－ＣＵＢＳ
３５０が、無認可無線周波数スペクトル帯域の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある
割合を占有し、１つまたは複数の規制の要求（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介した送信が、利用可能な周波数帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要求）
を満たすことを可能にし得る。Ｄ－ＣＵＢＳ３５０は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ　ＣＲＳまたはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の形態と同様の形態を
とり得る。ＤＣＣＡ手順３４５が失敗すると、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０が送信されないことが
ある。
【００６１】
　[0085]Ｓ’サブフレーム３３５は、複数のＯＦＤＭシンボル期間（たとえば、１４個の
ＯＦＤＭシンボル期間）を含み得る。Ｓ’サブフレーム３３５の第１の部分は、短縮され
たアップリンク（Ｕ）期間としていくつかのＵＥによって使用され得る。Ｓ’サブフレー
ム３３５の第２の部分は、ＤＣＣＡ手順３４５のために使用され得る。Ｓ’サブフレーム
３３５の第３の部分は、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０を送信するために無認可無線周波数スペクト
ル帯域のチャネルへのアクセスを求めて競合することに成功した１つまたは複数の基地局
によって使用され得る。
【００６２】
　[0086]Ｓサブフレーム３３０の間に、図１または図２を参照しながら上記で説明したＵ
Ｅ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－ｃの１つまたは複数など、
１つまたは複数のＵＥによって、ワイヤレス通信３１０が行われるチャネルをある期間の
時間の間予約するために、アップリンクＣＣＡ（ＵＣＣＡ）手順３６５が実行され得る。
ＵＥによるＵＣＣＡ手順３６５の成功の後、ＵＥは、ＵＥがチャネルを予約したという指
示を他のＵＥまたは装置（たとえば、基地局、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に提供
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するために、アップリンクＣＵＢＳ（Ｕ－ＣＵＢＳ３７０）を送信し得る。いくつかの例
では、Ｕ－ＣＵＢＳ３７０は、複数のインターリーブされたリソースブロックを使用して
送信され得る。このようにしてＵ－ＣＵＢＳ３７０を送信することは、Ｕ－ＣＵＢＳ３７
０が、無認可無線周波数スペクトル帯域の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合
を占有し、１つまたは複数の規制の要求（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域を
介した送信が、利用可能な周波数帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要求）を満
たすことが可能になり得る。Ｕ－ＣＵＢＳ３７０は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ　ＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳの形態と同様の形態をとり得る。ＵＣＣＡ手順３６５が
失敗すると、Ｕ－ＣＵＢＳ３７０が送信されないことがある。
【００６３】
　[0087]Ｓサブフレーム３３０は、複数のＯＦＤＭシンボル期間（たとえば、１４個のＯ
ＦＤＭシンボル期間）を含み得る。Ｓサブフレーム３３０の第１の部分は、短縮されたダ
ウンリンク（Ｄ）期間３５５としていくつかの基地局によって使用され得る。Ｓサブフレ
ーム３３０の第２の部分は、ガード期間（ＧＰ）３６０として使用され得る。Ｓサブフレ
ーム３３０の第３の部分は、ＵＣＣＡ手順３６５のために使用され得る。Ｓサブフレーム
３３０の第４の部分は、アップリンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ）としてま
たはＵ－ＣＵＢＳ３７０を送信するために無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへ
のアクセスを求めて競合することに成功した１つまたは複数のＵＥによって使用され得る
。
【００６４】
　[0088]いくつかの例では、ＤＣＣＡ手順３４５またはＵＣＣＡ手順３６５は、単一のＣ
ＣＡ手順の実行を含み得る。他の例では、ＤＣＣＡ手順３４５またはＵＣＣＡ手順３６５
は、ｅＣＣＡ手順の実行を含み得る。ｅＣＣＡ手順は、ランダムな数のＣＣＡ手順を含み
得、いくつかの例では、複数のＣＣＡ手順を含み得る。
【００６５】
　[0089]図４に、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域における
同期する事業者のＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ）のためのリソース割振りの例４００を示す。
ＣＥＴは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに
、いくつかの例では、ＣＣＡ（たとえば、ＤＣＣＡまたはアップリンクＣＣＡ（ＵＣＣＡ
））を実行することなしに行われ得る。代わりに、事業者は、ＣＥＴを送信する目的でＣ
ＣＡを実行することを免除され得る。
【００６６】
　[0090]図示のように、ＣＥＴのためのリソース４０５の割振りは、たとえば、８０ミリ
秒（８０ｍｓ）に１回、またはＣＥＴ期間ごとに１回行われ得、ここで、ＣＥＴ期間は設
定可能な周期性を有し得る。無認可無線周波数スペクトル帯域におけるいくつかの事業者
（たとえば、異なるＰＬＭＮ）の各々は、ＣＥＴを送信するための別の１つのサブフレー
ム（図示されている）または複数のサブフレーム（図示されず）を与えられ得る。ＣＥＴ
が送信され得るサブフレームは、事前構成されたＣＥＴオケージョンと呼ばれることがあ
る。例として、図４に、７つの異なる事業者（たとえば、事業者ＰＬＭＮ１、ＰＬＭＮ２
、．．．、ＰＬＭＮ７）のための隣接ＣＥＴサブフレームを示す。そのようなＣＥＴ送信
フレームワークは、（たとえば、事前構成されたアップリンクＣＥＴ（ＵＣＥＴ）オケー
ジョンまたはプレコンフィガードダウンリンクＣＥＴ（ＤＣＥＴ）オケージョンの形で）
基地局とＵＥとの間のダウンリンクおよび／またはアップリンク送信に適用可能（たとえ
ば、別個に適用可能）であり得る。いくつかの例では、ＣＥＴオケージョンは、アップリ
ンク制御情報を送信するためにワイヤレスデバイス（たとえば、ＵＥ）によって使用され
得る。
【００６７】
　[0091]図５に、本開示の様々な態様による、ＵＥ５１５と基地局５０５との間のメッセ
ージフロー５００を示す。いくつかの例では、ＵＥ５１５は、図１または図２を参照しな
がら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－ｃのうちの
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１つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例では、基地局５０５は、図１また
は図２を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、または２０５－ａのうちの１つま
たは複数の態様の一例であり得る。基地局５０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域に
おいて動作するセルの一部であり得、メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して（および、随意に、認可無線周波数スペクトル帯域を介して）ＵＥ５１５と基地局
５０５との間で送信され得る。
【００６８】
　[0092]図５に示すように、基地局５０５は、ブロック５１０において、無認可無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、基地局５０５は
、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し、無認可無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＬＢＴ無線フレームのために（たとえば
、図３を参照しながら説明したＬＢＴ無線フレーム３１５などのＬＢＴ無線フレームのた
めに無認可無線周波数スペクトル帯域を予約する。
【００６９】
　[0093]いくつかの例では、基地局５０５は、拡張物理ランダムアクセスチャネル（ｅＰ
ＲＡＣＨ）上で要求メッセージを送信するためにＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブ
フレームの指示を与え得る。基地局５０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアク
セスを求める競合に基地局が勝つことを条件としてダウンリンクサブフレーム中に、また
は事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に指示を与え得るが、いずれの例で
も、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メ
ッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示は、システム
情報ブロック（ＳＩＢ）中で基地局５０５によって通知され得る。
【００７０】
　[0094]ブロック５２０において、ＵＥ５１５は、無認可無線周波数スペクトル帯域への
アクセスを求めて競合し得る。ＵＥ５１５は、多くの理由で無認可無線周波数スペクトル
帯域へのアクセスを求めて競合し得るが、いくつかの例では、接続セットアップ要求、ハ
ンドオーバ完了指示、接続再確立要求、またはバッファステータス報告を送信するために
無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、
ＵＥ５１５は、基地局５０５によって通知された、要求メッセージを送信するためにＵＥ
が利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレームにつ
いて無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。
【００７１】
　[0095]いくつかの例では、ブロック５２０においてＵＥ５１５によって実行される競合
手順は、ブロック５１０において基地局５０５によって実行された競合手順の前に、それ
の間に、またはそれの後に実行され得、２つの競合手順は、互いにリンクするかまたは依
存する必要がないことがある。
【００７２】
　[0096]ブロック５２０において無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める
競合に勝つと、ＵＥ５１５は、ブロック５２５においてランダムアクセス手順を開始し得
る。ランダムアクセス手順を開始することの一部として、ＵＥ５１５は、ｅＰＲＡＣＨ上
で要求メッセージ５３０を送信し得る。いくつかの例では、要求メッセージ５３０は、ｅ
ＰＲＡＣＨ上で、シグナリング無線ベアラ０（ＳＲＢ０）またはＳＲＢ１上で送信され得
る。要求メッセージ５３０は、基地局５０５がサービスするセルにアクセスするために送
信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ５３０は、スケジュールされていない要
求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセージ５３０は、無認可無線周波
数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ５３０は、
接続セットアップ要求（たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）要求）、ハンドオーバ完
了指示（たとえば、ＲＲＣ接続再構成完了指示）、接続再確立要求（たとえば、ＲＲＣ接
続再確立要求）、バッファステータス報告（ＢＳＲ）、デバイス識別子、または原因値（
たとえば、セルがアクセスされている理由）を含み得る。ハンドオーバ完了指示とＢＳＲ
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との各々は、アップリンク許可についての明示的なまたは暗黙的な要求を含み得る。デバ
イス識別子は、たとえば、ＵＥ識別子（ＵＥ　ＩＤ）、非アクセス層識別子（ＮＡＳ　Ｉ
Ｄ）、セル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、または乱数を含み得る。
【００７３】
　[0097]要求メッセージ５３０が接続セットアップまたは接続再確立コンテキストで送信
されるとき、要求メッセージ５３０は、ｅＰＲＡＣＨの競合ベースのリソースセット（た
とえば、複数のＵＥが同じ要求メッセージを送信し得るセットまたはリソース）上で送信
され得る。要求メッセージ５３０がハンドオーバ完了コンテキストで送信されるとき、要
求メッセージ５３０は、ｅＰＲＡＣＨの専用のリソースセット上で送信され得る。
【００７４】
　[0098]いくつかの例では、要求メッセージ５３０は、要求メッセージを送信するために
ＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレーム
中にサブフレーム境界と同期して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ５３
０は、固定トランスポートブロック（ＴＢ）サイズを有するｅＰＲＡＣＨのリソースセッ
ト上で送信され得る。固定ＴＢサイズは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信
されるＳＩＢ中で基地局５０５によって通知され得る。いくつかの例では、基地局５０５
は、複数のＴＢを構成し得る。基地局５０５はまた、（たとえば、ＳＩＢ中で）ｅＰＲＡ
ＣＨのリソースセットの周波数インターレースリソースブロックへのマッピングを通知し
得る。リソースマッピングは、たとえば、アグリゲートされたインターレースまたは（た
とえば、バンドル送信のための）いくつかのサブフレームの指示を含み得る。ＵＥ５１５
は、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットの中から、要求メッセージ５３０を送信するためのリ
ソースセットを選択し得る。リソースセットとＴＢサイズとの組合せは、要求メッセージ
５３０を送信するための変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を決定するためにＵＥ５
１５によって使用され得る。したがって、基地局５０５は、ＭＣＳをシグナリングまたは
通知する必要がないことがある。
【００７５】
　[0099]いくつかの例では、要求メッセージ５３０は、ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）
手順ではなく自動再送要求（ＡＲＱ）手順に従って再送信され得る（たとえば、ＵＥ５１
５は、基地局５０５からＨＡＲＱフィードバックを最初に受信することなしに要求メッセ
ージ５３０を再送信し得る）。
【００７６】
　[0100]いくつかの例では、要求メッセージ５３０は、事前構成されたアップリンクＣＥ
Ｔオケージョン中に送信され得る。これらの例では、要求メッセージ５３０は、ブロック
５２０において、ＵＥ５１５が無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競
合に勝たなかったときでも送信され得る。
【００７７】
　[0101]要求メッセージ５３０を送信したことに応答して、ＵＥ５１５は、応答メッセー
ジ５３５を監視することによってランダムアクセス手順を継続し得る。ＵＥ５１５は、無
認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージ５３５（たとえば、拡張ランダム
アクセス応答（ｅＲＡＲ））を受信し得る。応答メッセージ５３５は、たとえば、接続構
成メッセージ（たとえば、ＲＲＣ応答）、チャネル競合解決指示、（いくつかの例では、
ＭＣＳを含む）スケジュールされたアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミン
グ調整の指示を含み得る。応答メッセージは、ランダムアクセス無線ネットワーク一時識
別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）に宛てられ得る。いくつかの例では、応答メッセージ５３５は、
レイヤ２（Ｌ２）メッセージ（たとえば、ランダムアクセス応答（ＲＡＲ））またはレイ
ヤ３（Ｌ３）メッセージ（たとえば、ＲＲＣ構成）を含み得る。いくつかの例では、応答
メッセージ５３５は、ＨＡＲＱ手順に従って受信され得る。
【００７８】
　[0102]いくつかの例では、基地局５０５は、ブロック５１０において無認可無線周波数
スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合した後に、無認可無線周波数スペクトル帯域へ
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のアクセスを求める競合に勝つと、応答メッセージ５３５を送信し得る。代替的に、基地
局５０５は、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して応答メッセージ５３５を送信し得る。いくつかの例では、応答メッセ
ージ５３５は、（たとえば、接続セットアップまたは接続再確立のコンテキストでの）接
続確立時間窓または（たとえば、ハンドオーバ完了のコンテキストでの）ハンドオーバ時
間窓などの時間窓内に基地局５０５によって送信され、ＵＥ５１５によって受信され得る
。応答メッセージ５３５はまた、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パラ
メータによって示された出力で送信され得、その電力制御パラメータは、拡張物理アップ
リンク共有チャネル（ｅＰＵＳＣＨ）のために使用される電力制御パラメータとは異なり
得る。時間窓（または窓）と少なくとも１つの電力制御パラメータとは、ＳＩＢ中で基地
局５０５によって示され得る。いくつかの例では、時間窓は、要求メッセージ５３０のＵ
Ｅの送信に続く遅延に関して示され得る。
【００７９】
　[0103]応答メッセージ５３５の受信の後、ＵＥ５１５は、無認可無線周波数スペクトル
帯域を介してスケジュールされた送信５４０を送信し得る。スケジュールされた送信５４
０は、応答メッセージ５３５の一部として受信されたアップリンク許可に従って送信され
得る。いくつかの例では、スケジュールされた送信５４０は、スケジュールされた確認メ
ッセージ（たとえば、ＲＲＣ確認）またはＮＡＳサービス要求を含み得る。
【００８０】
　[0104]図６に、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した
ワイヤレス通信６１０の例６００を示す。いくつかの例では、ワイヤレス通信６１０は、
図３を参照しながら説明したＬＢＴ無線フレーム３１５と同様に構成されたＬＢＴ無線フ
レーム６１５を含み得る。図示のように、ＬＢＴ無線フレーム６１５は、いくつかのダウ
ンリンク（Ｄ）サブフレーム６２０と、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブフレーム６２
５と、Ｓサブフレーム６３０と、Ｓ’サブフレーム６３５とを含み得る。Ｓサブフレーム
６３０は、ダウンリンクサブフレーム６２０とアップリンクサブフレーム６２５との間の
遷移を与え得るが、Ｓ’サブフレーム６３５は、アップリンクサブフレーム６２５とダウ
ンリンクサブフレーム６２０との間の遷移を与え得る。
【００８１】
　[0105]いくつかの例では、ＬＢＴ無線フレーム６１５の１つまたは複数の態様は、図１
、図２、または図５を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、または
５０５などの基地局によって通知され得る。たとえば、基地局は、ｅＰＲＡＣＨ上で基地
局に要求メッセージを送信するためにＬＢＴ無線フレーム６１５のどのサブフレームが利
用可能であるのかを通知し得る。このようにして、ＵＥが無認可無線周波数スペクトル帯
域へのアクセスを求める競合に勝つことが可能であるときでも、基地局は、いくつかのサ
ブフレーム中のｅＰＲＡＣＨ上での要求メッセージの送信を禁止し得る。図６に示すＬＢ
Ｔ無線フレーム６１５では、基地局は、サブフレーム９（ＳＦ９）中に、必要なときに、
ｅＣＣＡを実行するように構成され得る。したがって、基地局は、サブフレーム９中にｅ
ＰＲＡＣＨ上での要求メッセージの送信を禁止し得る。基地局はまた、１次同期信号（Ｐ
ＳＳ）または２次同期信号（ＳＳＳ）が送信され得るサブフレーム中で、ｅＰＲＡＣＨ上
での要求メッセージの送信を禁止し得、あるいは時分割複信モードで動作するときに、基
地局は、ダウンリンクのみのサブフレーム中でｅＰＲＡＣＨ上での要求メッセージの送信
を禁止し得る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ上で要求メッセージを送信するために利
用可能であると基地局が通知し得るＬＢＴ無線フレーム６１５のサブフレームは、基地局
が送信するようにスケジュールされないダウンリンクサブフレーム（すなわち、基地局が
非アクティブであるダウンリンクサブフレーム）、アップリンクサブフレーム、またはア
ップリンクＣＥＴサブフレーム（アップリンクＣＥＴサブフレームはＮ個のサブフレーム
おきに発生するアップリンクサブフレームと一致し得、ここで、Ｎは整数である）を含み
得る。
【００８２】
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　[0106]いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ６４０上で要求メッセージを送信する必要があ
るＵＥは、短縮されたダウンリンクサブフレームに続く第１のアップリンクサブフレーム
６２５中に（たとえば、サブフレーム７（ＳＦ７）中に）無認可無線周波数スペクトル帯
域へのアクセスを求めて競合するために、必要に応じて、第１のＣＣＡまたはｅＣＣＡ６
４５を実行するように構成され得る。ただし、ｅＰＲＡＣＨ上で要求を送信する必要があ
るＵＥは、要求メッセージを送信するために利用可能な他のサブフレーム中に（たとえば
、サブフレーム８（ＳＦ８）またはサブフレーム１～５（ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３、ＳＦ
４、またはＳＦ５）のうちの１つ中に）無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを
求めて競合するために第２のＣＣＡ６５０または第３のＣＣＡ６５５を実行するように構
成され得る。ＣＣＡまたはｅＣＣＡが、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを
求める競合に勝つように実行されるかどうかにかかわらず、ＵＣＵＢＳは、無認可無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝った時間と次のサブフレーム境界との
間に送信され得る。
【００８３】
　[0107]図７に、本開示の様々な態様による、接続セットアップ中のＵＥ７１５と基地局
７０５との間のメッセージフロー７００を示す。メッセージフロー７００は、図５を参照
しながら説明したメッセージフロー５００の一例であり得る。いくつかの例では、ＵＥ７
１５は、図１、図２、または図５を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－
ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、または５１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり
得る。いくつかの例では、基地局７０５は、図１、図２、または図５を参照しながら説明
した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、または５０５のうちの１つまたは複数の態様の
一例であり得る。基地局７０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセ
ルの一部であり得、メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して（および、
随意に、認可無線周波数スペクトル帯域を介して）ＵＥ７１５と基地局７０５との間で送
信され得る。
【００８４】
　[0108]図７に示すように、基地局７０５は、ブロック７１０において、無認可無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、基地局７０５は
、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し、無認可無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＬＢＴ無線フレームのために（たとえば
、図３を参照しながら説明したＬＢＴ無線フレーム３１５などのＬＢＴ無線フレームのた
めに無認可無線周波数スペクトル帯域を予約する。
【００８５】
　[0109]いくつかの例では、基地局７０５は、ｅＰＲＡＣＨ上で要求メッセージを送信す
るためにＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示を与え得る。基地局７０
５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に基地局が勝つことを
条件としてダウンリンクサブフレーム中に、または事前構成されたダウンリンクＣＥＴオ
ケージョン中に指示を与え得るが、いずれの例でも、無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージを送信するために利用可能な少
なくとも１つのサブフレームの指示は、ＳＩＢ中で基地局７０５によって通知され得る。
【００８６】
　[0110]ブロック７２０において、ＵＥ７１５は、接続セットアップ要求を送信するため
に無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では
、ＵＥ７１５は、基地局７０５によって通知された、要求メッセージを送信するためにＵ
Ｅが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレームに
ついて無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。
【００８７】
　[0111]いくつかの例では、ブロック７２０においてＵＥ７１５によって実行される競合
手順は、ブロック７１０において基地局７０５によって実行された競合手順の前に、それ
の間に、またはそれの後に実行され得、２つの競合手順は、互いにリンクするかまたは依
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存する必要がないことがある。
【００８８】
　[0112]ブロック７２０において無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める
競合に勝つと、ＵＥ７１５は、ブロック７２５においてランダムアクセス手順を開始し得
る。ランダムアクセス手順を開始することの一部として、ＵＥ７１５は、ｅＰＲＡＣＨ上
で要求メッセージ７３０を送信し得る。いくつかの例では、要求メッセージ７３０は、図
５を参照しながら説明した要求メッセージ５３０の一例であり得る。いくつかの例では、
要求メッセージ７３０は、ｅＰＲＡＣＨ上でＳＲＢ０またはＳＲＢ１上で送信され得る。
要求メッセージ７３０は、基地局７０５が属するセルにアクセスするために送信され得る
。いくつかの例では、要求メッセージ７３０は、スケジュールされていない要求メッセー
ジであり得る。いくつかの例では、要求メッセージ７３０は、無認可無線周波数スペクト
ル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ７３０は、接続セット
アップ要求（たとえば、ＲＲＣ要求）と、デバイス識別子と、原因値とを含み得る。デバ
イス識別子は、たとえば、ＵＥ　ＩＤ、ＮＡＳ　ＩＤ、または乱数を含み得る。要求メッ
セージ７３０は、ｅＰＲＡＣＨの競合ベースのリソースセット上で送信され得る。
【００８９】
　[0113]いくつかの例では、要求メッセージ７３０は、要求メッセージを送信するために
ＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレーム
中にサブフレーム境界と同期して送信され得る。
【００９０】
　[0114]いくつかの例では、要求メッセージ７３０は、事前構成されたアップリンクＣＥ
Ｔオケージョン中に送信され得る。これらの例では、要求メッセージ７３０は、ブロック
７２０において、ＵＥ７１５が無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競
合に勝たなかったときでも送信され得る。
【００９１】
　[0115]ブロック７３５において、他のＵＥからの要求メッセージとともに要求メッセー
ジ７３０を受信すると、基地局７０５は、ｅＰＲＡＣＨへのアクセスを求める競合を解決
し得る。
【００９２】
　[0116]要求メッセージ７３０を送信したことに応答して、ＵＥ７１５は、応答メッセー
ジ７４０を監視することによってランダムアクセス手順を継続し得る。いくつかの例では
、応答メッセージ７４０は、図５を参照しながら説明した応答メッセージ５３５の一例で
あり得る。ＵＥ７１５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージ７４
０（たとえば、ｅＲＡＲ）を受信し得る。応答メッセージ７４０は、たとえば、チャネル
競合解決指示（たとえば、要求メッセージ７３０中のデバイスＩＤをエコーする競合解決
ＩＤ）および接続構成メッセージ（たとえば、ＲＲＣ応答）、デバイス識別子、またはタ
イミング調整の指示を含み得る。応答メッセージは、ＲＡ－ＲＮＴＩに宛てられ得る。い
くつかの例では、応答メッセージ７４０は、Ｌ２メッセージ（たとえば、タイミング調整
、Ｃ－ＲＮＴＩ、および競合解決ＩＤ）またはＬ３メッセージ（たとえば、ＲＲＣ構成）
を含み得る。
【００９３】
　[0117]いくつかの例では、基地局７０５は、ブロック７１０において無認可無線周波数
スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合した後に、無認可無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを求める競合に勝つと、応答メッセージ７４０を送信し得る。代替的に、基地
局７０５は、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して応答メッセージ７４０を送信し得る。いくつかの例では、応答メッセ
ージ７４０は、接続確立時間窓などの時間窓内に基地局７０５によって送信され、ＵＥ７
１５によって受信され得る。応答メッセージ７４０はまた、ｅＰＲＡＣＨについての少な
くとも１つの電力制御パラメータによって示された出力で送信され得、その電力制御パラ
メータは、ｅＰＵＳＣＨのために使用される電力制御パラメータとは異なり得る。
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【００９４】
　[0118]応答メッセージ７４０の受信の後、ＵＥ７１５は、ブロック７４５において、受
信されたＲＲＣ構成を適用し、無認可無線周波数スペクトル帯域を介してスケジュールさ
れた送信７５０を送信し得る。スケジュールされた送信７５０は、応答メッセージ７４０
の一部として受信されたアップリンク許可に従って送信され得る。いくつかの例では、ス
ケジュールされた送信７５０は、スケジュールされた確認メッセージ（たとえば、ＲＲＣ
確認）またはＮＡＳサービス要求を含み得る。
【００９５】
　[0119]図８に、本開示の様々な態様による、ハンドオーバ完了中のＵＥ８１５と基地局
８０５との間のメッセージフロー８００を示す。メッセージフロー８００は、図５を参照
しながら説明したメッセージフロー５００の一例であり得る。いくつかの例では、ＵＥ８
１５は、図１、図２、または図５を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－
ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、または５１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり
得る。いくつかの例では、基地局８０５は、図１、図２、図５、または図７を参照しなが
ら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５、または７０５のうちの１つまた
は複数の態様の一例であり得る。基地局８０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域にお
いて動作するセルの一部であり得、メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して（および、随意に、認可無線周波数スペクトル帯域を介して）ＵＥ８１５と基地局８
０５との間で送信され得る。
【００９６】
　[0120]図８に示すように、基地局８０５は、ブロック８１０において、無認可無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、基地局８０５は
、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し、無認可無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＬＢＴ無線フレームのために（たとえば
、図３を参照しながら説明したＬＢＴ無線フレーム３１５などのＬＢＴ無線フレームのた
めに無認可無線周波数スペクトル帯域を予約する。
【００９７】
　[0121]いくつかの例では、基地局８０５は、ｅＰＲＡＣＨ上で要求メッセージを送信す
るためにＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示を与え得る。基地局８０
５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に基地局が勝つことを
条件としてダウンリンクサブフレーム中に、または事前構成されたダウンリンクＣＥＴオ
ケージョン中に指示を与え得るが、いずれの例でも、無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージを送信するために利用可能な少
なくとも１つのサブフレームの指示は、ＳＩＢ中で基地局８０５によって通知され得る。
【００９８】
　[0122]ブロック８２０において、ＵＥ８１５は、ハンドオーバ完了指示を送信するため
に無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では
、ＵＥ８１５は、基地局８０５によって通知された、要求メッセージを送信するためにＵ
Ｅが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレームに
ついて無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。
【００９９】
　[0123]いくつかの例では、ブロック８２０においてＵＥ８１５によって実行される競合
手順は、ブロック８１０において基地局８０５によって実行された競合手順の前に、それ
の間に、またはそれの後に実行され得、２つの競合手順は、互いにリンクするかまたは依
存する必要がないことがある。
【０１００】
　[0124]ブロック８２０において無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める
競合に勝つと、ＵＥ８１５は、ブロック８２５においてランダムアクセス手順を開始し得
る。ランダムアクセス手順を開始することの一部として、ＵＥ８１５は、ｅＰＲＡＣＨ上
で要求メッセージ８３０を送信し得る。いくつかの例では、要求メッセージ８３０は、図



(25) JP 6625621 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

５を参照しながら説明した要求メッセージ５３０の一例であり得る。いくつかの例では、
要求メッセージ８３０は、ｅＰＲＡＣＨ上でＳＲＢ０またはＳＲＢ１上で送信され得る。
要求メッセージ８３０は、基地局８０５が属するセルにアクセスするために送信され得る
。いくつかの例では、要求メッセージ８３０は、スケジュールされていない要求メッセー
ジであり得る。いくつかの例では、要求メッセージ８３０は、無認可無線周波数スペクト
ル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ８３０は、ハンドオー
バ完了指示（たとえば、ＲＲＣ接続再構成完了指示）、ＢＳＲ、またはデバイス識別子を
含み得る。ハンドオーバ完了指示またはＢＳＲは、アップリンク許可についての明示的な
または暗黙的な要求を含み得る。デバイス識別子は、たとえば、Ｃ－ＲＮＴＩを含み得る
。
【０１０１】
　[0125]要求メッセージ８３０は、ｅＰＲＡＣＨの専用のリソースセット上で送信され得
る。専用のリソースセットは、ハンドオーバなどの非競合ベースのランダムアクセス手順
のために使用され得、ハンドオーバコマンドメッセージ中でターゲットセルによってＵＥ
に割り当てられ得る。
【０１０２】
　[0126]いくつかの例では、要求メッセージ８３０は、要求メッセージを送信するために
ＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレーム
中にサブフレーム境界と同期して送信され得る。
【０１０３】
　[0127]いくつかの例では、要求メッセージ８３０は、事前構成されたアップリンクＣＥ
Ｔオケージョン中に送信され得る。これらの例では、要求メッセージ８３０は、ブロック
８２０において、ＵＥ８１５が無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競
合に勝たなかったときでも送信され得る。
【０１０４】
　[0128]要求メッセージ８３０を送信したことに応答して、ＵＥ８１５は、応答メッセー
ジ８３５を監視することによってランダムアクセス手順を継続し得る。いくつかの例では
、応答メッセージ８３５は、図５を参照しながら説明した応答メッセージ５３５の一例で
あり得る。ＵＥ８１５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージ８３
５を受信し得る。応答メッセージ８３５は、たとえば、（いくつかの例では、ＭＣＳを含
む）スケジュールされたアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指
示を含み得る。いくつかの例では、応答メッセージ８３５は、Ｌ２メッセージ（たとえば
、タイミング調整、Ｃ－ＲＮＴＩ確認、およびスケジュールされたアップリンク許可）を
含み得る。
【０１０５】
　[0129]いくつかの例では、基地局８０５は、ブロック８１０において無認可無線周波数
スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合した後に、無認可無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを求める競合に勝つと、応答メッセージ８３５を送信し得る。代替的に、基地
局８０５は、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して応答メッセージ８３５を送信し得る。いくつかの例では、応答メッセ
ージ８３５は、ハンドオーバ時間窓などの時間窓内に基地局８０５によって送信され、Ｕ
Ｅ８１５によって受信され得る。応答メッセージ８３５はまた、ｅＰＲＡＣＨについての
少なくとも１つの電力制御パラメータによって示される出力で送信され得、その電力制御
パラメータは、ｅＰＵＳＣＨのために使用される電力制御パラメータとは異なり得る。
【０１０６】
　[0130]図９に、本開示の様々な態様による、接続再確立中のＵＥ９１５と基地局９０５
との間のメッセージフロー９００を示す。メッセージフロー９００は、図５を参照しなが
らデスクライされたメッセージフロー５００の一例であり得る。いくつかの例では、ＵＥ
９１５は、図１、図２、または図５を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５
－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、または５１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であ
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り得る。いくつかの例では、基地局９０５は、図１、図２、図５、図７、または図８を参
照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５、７０５、または８０５
のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。基地局９０５は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域において動作するセルの一部であり得、メッセージは、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を介して（および、随意に、認可無線周波数スペクトル帯域を介して）ＵＥ
９１５と基地局９０５との間で送信され得る。
【０１０７】
　[0131]図９に示すように、基地局９０５は、ブロック９１０において、無認可無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、基地局９０５は
、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し、無認可無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＬＢＴ無線フレームのために（たとえば
、図３を参照しながら説明したＬＢＴ無線フレーム３１５などのＬＢＴ無線フレームのた
めに無認可無線周波数スペクトル帯域を予約する。
【０１０８】
　[0132]いくつかの例では、基地局９０５は、ｅＰＲＡＣＨ上で要求メッセージを送信す
るためにＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示を与え得る。基地局９０
５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に基地局が勝つことを
条件としてダウンリンクサブフレーム中に、または事前構成されたダウンリンクＣＥＴオ
ケージョン中に指示を与え得るが、いずれの例でも、無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージを送信するために利用可能な少
なくとも１つのサブフレームの指示は、ＳＩＢ中で基地局９０５によって通知され得る。
【０１０９】
　[0133]ブロック９２０において、ＵＥ９１５は、接続再確立要求を送信するために無認
可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、ＵＥ
９１５は、基地局９０５によって通知された、要求メッセージを送信するためにＵＥが利
用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレームについて
無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。
【０１１０】
　[0134]いくつかの例では、ブロック９２０においてＵＥ９１５によって実行される競合
手順は、ブロック９１０において基地局９０５によって実行された競合手順の前に、それ
の間に、またはそれの後に実行され得、２つの競合手順は、互いにリンクするかまたは依
存する必要がないことがある。
【０１１１】
　[0135]ブロック９２０において無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める
競合に勝つと、ＵＥ９１５は、ブロック９２５においてランダムアクセス手順を開始し得
る。ランダムアクセス手順を開始することの一部として、ＵＥ９１５は、ｅＰＲＡＣＨ上
で要求メッセージ９３０を送信し得る。いくつかの例では、要求メッセージ９３０は、図
５を参照しながら説明した要求メッセージ５３０の一例であり得る。いくつかの例では、
要求メッセージ９３０は、ｅＰＲＡＣＨ上でＳＲＢ０またはＳＲＢ１上で送信され得る。
要求メッセージ９３０は、基地局９０５が属するセルにアクセスするために送信され得る
。いくつかの例では、要求メッセージ９３０は、スケジュールされていない要求メッセー
ジであり得る。いくつかの例では、要求メッセージ９３０は、無認可無線周波数スペクト
ル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ９３０は、接続再確立
要求（たとえば、ＲＲＣ接続再確立要求）と、デバイス識別子と、原因値とを含み得る。
デバイス識別子は、たとえば、Ｃ－ＲＮＴＩを含み得る。要求メッセージ９３０はまた、
ＵＥ９１５が最後に接続されたセルの物理セル識別情報（ＰＣＩ：physical cell identi
ty）と短いメッセージ認証コード（短いＭＡＣ－Ｉ：short MAC-I）とを含み得る。要求
メッセージ９３０は、ｅＰＲＡＣＨの競合ベースのリソースセット上で送信され得る。
【０１１２】
　[0136]いくつかの例では、要求メッセージ９３０は、要求メッセージを送信するために
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ＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレーム
中にサブフレーム境界と同期して送信され得る。
【０１１３】
　[0137]いくつかの例では、要求メッセージ９３０は、事前構成されたアップリンクＣＥ
Ｔオケージョン中に送信され得る。これらの例では、要求メッセージ９３０は、ブロック
９２０において、ＵＥ９１５が無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競
合に勝たなかったときでも送信され得る。
【０１１４】
　[0138]ブロック９３５において、他のＵＥからの要求メッセージとともに要求メッセー
ジ９３０を受信すると、基地局９０５は、ｅＰＲＡＣＨへのアクセスを求める競合を解決
し得る。
【０１１５】
　[0139]要求メッセージ９３０を送信したことに応答して、ＵＥ９１５は、応答メッセー
ジ９４０を監視することによってランダムアクセス手順を継続し得る。いくつかの例では
、応答メッセージ９４０は、図５を参照しながら説明した応答メッセージ５３５の一例で
あり得る。ＵＥ９１５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージ９４
０（たとえば、ｅＲＡＲ）を受信し得る。応答メッセージ９４０は、たとえば、チャネル
競合解決指示、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示を含み得る。応答メッセー
ジは、ＲＡ－ＲＮＴＩに宛てられ得る。いくつかの例では、応答メッセージ９４０は、Ｌ
２メッセージ（たとえば、タイミング調整およびＣ－ＲＮＴＩ確認）またはＬ３メッセー
ジ（たとえば、ＲＲＣ構成）を含み得る。
【０１１６】
　[0140]いくつかの例では、基地局９０５は、ブロック９１０において無認可無線周波数
スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合した後に、無認可無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを求める競合に勝つと、応答メッセージ９４０を送信し得る。代替的に、基地
局９０５は、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して応答メッセージ９４０を送信し得る。いくつかの例では、応答メッセ
ージ９４０は、接続確立時間窓などの時間窓内に基地局９０５によって送信され、ＵＥ９
１５によって受信され得る。応答メッセージ９４０はまた、ｅＰＲＡＣＨについての少な
くとも１つの電力制御パラメータによって示された出力で送信され得、その電力制御パラ
メータは、ｅＰＵＳＣＨのために使用される電力制御パラメータとは異なり得る。
【０１１７】
　[0141]応答メッセージ９４０の受信の後、ＵＥ９１５は、無認可無線周波数スペクトル
帯域を介してスケジュールされた送信９４５を送信し得る。スケジュールされた送信９４
５は、応答メッセージ９４０の一部として受信されたアップリンク許可に従って送信され
得る。いくつかの例では、スケジュールされた送信９４５は、Ｃ－ＲＮＴＩに宛てられた
拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）上で送信され得る。いくつかの例で
は、スケジュールされた送信９４５は、スケジュールされた確認メッセージ（たとえば、
ＲＲＣ接続再確立完了メッセージ）を含み得る。
【０１１８】
　[0142]図１０に、本開示の様々な態様による、接続再確立中のＵＥ１０１５とターゲッ
ト基地局１００５とソース基地局１０７０との間のメッセージフロー１０００を示す。メ
ッセージフロー１０００は、図５を参照しながらデスクライされたメッセージフロー５０
０の一例であり得る。いくつかの例では、ＵＥ１０１５は、図１、図２、または図５を参
照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、または
５１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例では、ターゲット
基地局１００５またはソース基地局１０７０は、図１、図２、図５、図７、図８、または
図９を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５、７０５、８０
５、または９０５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。ターゲット基地局１
００５は、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルの一部であり得、メッ
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セージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して（および、随意に、認可無線周波数
スペクトル帯域を介して）ＵＥ１０１５とターゲット基地局１００５との間で送信され得
る。
【０１１９】
　[0143]図１０に示すように、基地局１００５は、ブロック１０１０において、無認可無
線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、基地局１
００５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し、無認可無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＬＢＴ無線フレームのために（
たとえば、図３を参照しながら説明したＬＢＴ無線フレーム３１５などのＬＢＴ無線フレ
ームのために無認可無線周波数スペクトル帯域を予約する。
【０１２０】
　[0144]いくつかの例では、基地局１００５は、ｅＰＲＡＣＨ上で要求メッセージを送信
するためにＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示を与え得る。基地局１
００５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に基地局が勝つこ
とを条件としてダウンリンクサブフレーム中に、または事前構成されたダウンリンクＣＥ
Ｔオケージョン中に指示を与え得るが、いずれの例でも、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージを送信するために利用可能
な少なくとも１つのサブフレームの指示は、ＳＩＢ中で基地局１００５によって通知され
得る。
【０１２１】
　[0145]ブロック１０２０において、ＵＥ１０１５は、接続再確立要求を送信するために
無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、
ＵＥ１０１５は、基地局１００５によって通知された、要求メッセージを送信するために
ＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレーム
について無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。
【０１２２】
　[0146]ブロック１０１０において無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求め
る競合に勝つと、ＵＥ１０１５は、ブロック１０２５においてランダムアクセス手順を開
始し得る。ランダムアクセス手順を開始することの一部として、ＵＥ１０１５は、ｅＰＲ
ＡＣＨ上で要求メッセージ１０３０を送信し得る。いくつかの例では、要求メッセージ１
０３０は、図５を参照しながら説明した要求メッセージ５３０の一例であり得る。いくつ
かの例では、要求メッセージ１０３０は、ｅＰＲＡＣＨ上でＳＲＢ０またはＳＲＢ１上で
送信され得る。要求メッセージ１０３０は、基地局１００５が属するセルにアクセスする
ために送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ１０３０は、スケジュールされ
ていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセージ１０３０は、無
認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセー
ジ１０３０は、接続再確立要求（たとえば、ＲＲＣ接続再確立要求）と、デバイス識別子
と、原因値とを含み得る。デバイス識別子は、たとえば、Ｃ－ＲＮＴＩを含み得る。要求
メッセージ１０３０はまた、ＵＥ１０１５が最後に接続されたセルのＰＣＩと短いＭＡＣ
－Ｉとを含み得る。要求メッセージ１０３０は、ｅＰＲＡＣＨの競合ベースのリソースセ
ット上で送信され得る。
【０１２３】
　[0147]いくつかの例では、要求メッセージ１０３０は、要求メッセージを送信するため
にＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレー
ム中にサブフレーム境界と同期して送信され得る。
【０１２４】
　[0148]いくつかの例では、要求メッセージ１０３０は、事前構成されたアップリンクＣ
ＥＴオケージョン中に送信され得る。これらの例では、要求メッセージ１０３０は、ブロ
ック１０２０において、ＵＥ１０１５が無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを
求める競合に勝たなかったときでも送信され得る。
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【０１２５】
　[0149]ブロック１０３５において、他のＵＥからの要求メッセージとともに要求メッセ
ージ１０３０を受信すると、ターゲット基地局１００５は、ｅＰＲＡＣＨへのアクセスを
求める競合を解決し得る。
【０１２６】
　[0150]（たとえば、ＵＥ１０１５がソース基地局１０７０へのそれの接続を失う前にタ
ーゲット基地局１００５へのハンドオーバが完了しなかったので）ターゲット基地局１０
０５が接続再確立の準備ができていないとき、ターゲット基地局１００５は、ソース基地
局１０７０にＵＥコンテキスト要求１０４０を送信し得る。いくつかの例では、ＵＥコン
テキスト要求１０４０は、バックホールリンクを介してソース基地局１０７０に送信され
得る。
【０１２７】
　[0151]ＵＥコンテキスト要求１０４０を受信すると、ソース基地局１０７０は、ブロッ
ク１０４５において、ＵＥコンテキストを識別し、ターゲット基地局１００５に、ＵＥコ
ンテキストを含むハンドオーバ要求１０５０を送信し得る。ハンドオーバ要求１０５０を
受信すると、ターゲット基地局１００５は、ソース基地局１０７０にハンドオーバ要求肯
定応答（ＡＣＫ）１０５５を戻し得る。ターゲット基地局１００５はまた、ＵＥ１０１５
に応答メッセージ１０６０を送信し得る。
【０１２８】
　[0152]ＵＥ１０１５は、応答メッセージ１０６０を監視することによってランダムアク
セス手順を継続し得る。いくつかの例では、応答メッセージ１０６０は、図５を参照しな
がら説明した応答メッセージ５３５の一例であり得る。ＵＥ１０１５は、無認可無線周波
数スペクトル帯域を介して応答メッセージ１０６０（たとえば、ｅＲＡＲ）を受信し得る
。応答メッセージ１０６０は、たとえば、チャネル競合解決指示、デバイス識別子、また
はタイミング調整の指示を含み得る。応答メッセージは、ＲＡ－ＲＮＴＩに宛てられ得る
。いくつかの例では、応答メッセージ１０６０は、Ｌ２メッセージ（たとえば、タイミン
グ調整およびＣ－ＲＮＴＩ確認）またはＬ３メッセージ（たとえば、ＲＲＣ構成）を含み
得る。
【０１２９】
　[0153]いくつかの例では、ターゲット基地局１００５は、ブロック１０１０において無
認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合した後に、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、応答メッセージ１０６０を送信し得る
。代替的に、基地局１００５は、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に無
認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージ１０６０を送信し得る。
【０１３０】
　[0154]いくつかの例では、応答メッセージ１０６０は、接続確立時間窓などの時間窓内
にターゲット基地局１００５によって送信され、ＵＥ１０１５によって受信され得る。い
くつかの例では、接続確立時間窓は、図８および図９を参照しながら説明したランダムア
クセス手順において使用されるものとは異なる（たとえば、後の）接続確立時間窓であり
得る。いくつかの例では、応答メッセージ１０６０は、ＵＥ１０１５が要求メッセージ１
０３０の送信を繰り返した後に送信され得る。いくつかの例では、応答メッセージ１０６
０は、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パラメータによって示された出
力で送信され得、その電力制御パラメータは、ｅＰＵＳＣＨのために使用される電力制御
パラメータとは異なり得る。
【０１３１】
　[0155]応答メッセージ１０６０の受信の後、ＵＥ１０１５は、無認可無線周波数スペク
トル帯域を介してスケジュールされた送信１０６５を送信し得る。スケジュールされた送
信１０６５は、応答メッセージ１０６０の一部として受信されたアップリンク許可に従っ
て送信され得る。いくつかの例では、スケジュールされた送信１０６５は、Ｃ－ＲＮＴＩ
に宛てられたｅＰＤＣＣＨ上で送信され得る。いくつかの例では、スケジュールされた送
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信１０６５は、スケジュールされた確認メッセージ（たとえば、ＲＲＣ接続再確立完了メ
ッセージ）を含み得る。
【０１３２】
　[0156]図１１に、本開示の様々な態様による、ＵＥ１１１５と基地局１１０５との間の
メッセージフロー１１００を示す。いくつかの例では、ＵＥ１１１５は、図１または図２
を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－
ｃのうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例では、基地局１１０５
は、図１または図２を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、または２０５－ａの
うちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。基地局１１０５は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域において動作するセルの一部であり得、メッセージは、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を介して（および、随意に、認可無線周波数スペクトル帯域を介して）ＵＥ
１１１５と基地局１１０５との間で送信され得る。
【０１３３】
　[0157]図１１に示すように、基地局１１０５は、ブロック１１１０において、無認可無
線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、基地局１
１０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し、無認可無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＬＢＴ無線フレームのために（
たとえば、図３を参照しながら説明したＬＢＴ無線フレーム３１５などのＬＢＴ無線フレ
ームのために無認可無線周波数スペクトル帯域を予約する。
【０１３４】
　[0158]いくつかの例では、基地局１１０５は、ｅＰＲＡＣＨ上で要求メッセージを送信
するためにＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示を与え得る。基地局１
１０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に基地局が勝つこ
とを条件としてダウンリンクサブフレーム中に、または事前構成されたダウンリンクＣＥ
Ｔオケージョン中に指示を与え得るが、いずれの例でも、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージを送信するために利用可能
な少なくとも１つのサブフレームの指示は、ＳＩＢ中で基地局１１０５によって通知され
得る。
【０１３５】
　[0159]ブロック１１２０において、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求
めて競合することおよび／またそれを求める競合に勝つことなしに、ＵＥ１１１５は、ラ
ンダムアクセス手順を開始し得る。いくつかの例では、ランダムアクセス手順は、事前構
成されたアップリンクＣＥＴオケージョン中に開始され得る。ランダムアクセス手順を開
始することの一部として、ＵＥ１１１５は、ｅＰＲＡＣＨ上で要求メッセージ１１２５を
送信し得る。いくつかの例では、要求メッセージ１１２５は、ｅＰＲＡＣＨ上でＳＲＢ０
またはＳＲＢ１上で送信され得る。要求メッセージ１１２５は、基地局１１０５がサービ
スするセルにアクセスするために送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ１１
２５は、スケジュールされていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求
メッセージ１１２５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつ
かの例では、要求メッセージ１１２５は、接続セットアップ要求（たとえば、ＲＲＣ要求
）、ハンドオーバ完了指示（たとえば、ＲＲＣ接続再構成完了指示）、接続再確立要求（
たとえば、ＲＲＣ接続再確立要求）、ＢＳＲ、デバイス識別子、または原因値（たとえば
、セルがアクセスされている理由）を含み得る。ハンドオーバ完了指示とＢＳＲとの各々
は、アップリンク許可についての明示的なまたは暗黙的な要求を含み得る。デバイス識別
子は、たとえば、ＵＥ　ＩＤ、ＮＡＳ　ＩＤ、Ｃ－ＲＮＴＩ、または乱数を含み得る。
【０１３６】
　[0160]要求メッセージ１１２５が接続セットアップまたは接続再確立コンテキストで送
信されるとき、要求メッセージ１１２５は、ｅＰＲＡＣＨの競合ベースのリソースセット
（たとえば、複数のＵＥが同じ要求メッセージを送信し得るセットまたはリソース）上で
送信され得る。要求メッセージ１１２５がハンドオーバ完了コンテキストで送信されると
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き、要求メッセージ１１２５は、ｅＰＲＡＣＨの専用のリソースセット上で送信され得る
。
【０１３７】
　[0161]いくつかの例では、要求メッセージ１１２５は、要求メッセージを送信するため
にＵＥが利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示によって識別されるサブフレー
ム中にサブフレーム境界と同期して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージ１
１２５は、固定ＴＢサイズを有するｅＰＲＡＣＨのリソースセット上で送信され得る。固
定ＴＢサイズは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信されるＳＩＢ中で基地局
１１０５によって通知され得る。いくつかの例では、基地局１１０５は、複数のＴＢを構
成し得る。基地局１１０５はまた、（たとえば、ＳＩＢ中で）ｅＰＲＡＣＨのリソースセ
ットの周波数インターレースリソースブロックへのマッピングを通知し得る。リソースマ
ッピングは、たとえば、アグリゲートされたインターレースまたは（たとえば、バンドル
送信のための）いくつかのサブフレームの指示を含み得る。ＵＥ１１１５は、ｅＰＲＡＣ
Ｈのリソースセットの中から、要求メッセージ１１２５を送信するためのリソースセット
を選択し得る。リソースセットとＴＢサイズとの組合せは、要求メッセージ１１２５を送
信するためのＭＣＳを決定するためにＵＥ１１１５によって使用され得る。したがって、
基地局１１０５は、ＭＣＳをシグナリングまたは通知する必要がないことがある。
【０１３８】
　[0162]いくつかの例では、要求メッセージ１１２５は、ＨＡＲＱ手順ではなくＡＲＱ手
順に従って再送信され得る（たとえば、ＵＥ１１１５は、基地局１１０５からＨＡＲＱフ
ィードバックを最初に受信することなしに要求メッセージ１１２５を再送信し得る）。
【０１３９】
　[0163]要求メッセージ１１２５を送信したことに応答して、ＵＥ１１１５は、応答メッ
セージ１１３０を監視することによってランダムアクセス手順を継続し得る。ＵＥ１１１
５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージ１１３０（たとえば、ｅ
ＲＡＲ）を受信し得る。応答メッセージ１１３０は、たとえば、接続構成メッセージ（た
とえば、ＲＲＣ応答）、チャネル競合解決指示、（いくつかの例では、ＭＣＳを含む）ス
ケジュールされたアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示を含
み得る。応答メッセージは、ＲＡ－ＲＮＴＩに宛てられ得る。いくつかの例では、応答メ
ッセージ１１３０は、Ｌ２メッセージ（たとえば、ＲＡＲ）またはＬ３メッセージ（たと
えば、ＲＲＣ構成）を含み得る。いくつかの例では、応答メッセージ１１３０は、ＨＡＲ
Ｑ手順に従って受信され得る。
【０１４０】
　[0164]いくつかの例では、基地局１１０５は、ブロック１１１０において無認可無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合した後に、無認可無線周波数スペクトル帯
域へのアクセスを求める競合に勝つと、応答メッセージ１１３０を送信し得る。代替的に
、基地局１１０５は、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して応答メッセージ１１３０を送信し得る。いくつかの例では、
応答メッセージ１１３０は、（たとえば、接続セットアップまたは接続再確立のコンテキ
ストでの）接続確立時間窓または（たとえば、ハンドオーバ完了のコンテキストでの）ハ
ンドオーバ時間窓などの時間窓内に基地局１１０５によって送信され、ＵＥ１１１５によ
って受信され得る。応答メッセージ１１３０はまた、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも
１つの電力制御パラメータによって示された出力で送信され得、その電力制御パラメータ
は、ｅＰＵＳＣＨのために使用される電力制御パラメータとは異なり得る。時間窓（また
は窓）と少なくとも１つの電力制御パラメータとは、ＳＩＢ中で基地局１１０５によって
示され得る。いくつかの例では、時間窓は、要求メッセージ１１２５のＵＥの送信に続く
遅延に関して示され得る。
【０１４１】
　[0165]応答メッセージ１１３０の受信の後、ＵＥ１１１５は、無認可無線周波数スペク
トル帯域を介してスケジュールされた送信１１３５を送信し得る。スケジュールされた送
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信１１３５は、応答メッセージ１１３０の一部として受信されたアップリンク許可に従っ
て送信され得る。いくつかの例では、スケジュールされた送信１１３５は、スケジュール
された確認メッセージ（たとえば、ＲＲＣ確認）またはＮＡＳサービス要求を含み得る。
【０１４２】
　[0166]図１２に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１２１５のブロック図１２００を示す。装置１２１５は、図１、図２、図５、図７、
図８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５
－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７１５、８１５、９１５、１０１５、または１
１１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。装置１２１５はまた、プロセッ
サであるか、またはそれを含み得る。装置１２１５は、受信機構成要素１２１０、ＵＥワ
イヤレス通信管理構成要素１２２０、または送信機構成要素１２３０を含み得る。これら
の構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１４３】
　[0167]装置１２１５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を使用し
て、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の
他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る
。他の例では、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォーム
ＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタ
ムＩＣ）が使用され得、それらは、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムさ
れ得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用また
は特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組
み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１４４】
　[0168]いくつかの例では、受信機構成要素１２１０は、認可無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、
無線周波数スペクトル帯域がいくつかの用途のためにいく人かのユーザに認可されている
ので、送信装置がアクセスを求めて競合しないことがある無線周波数スペクトル帯域）ま
たは無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆ
ｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合
する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するように動作可能
な少なくとも１つの無線周波数（ＲＦ）受信機などの少なくとも１つのＲＦ受信機を含み
得る。いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペク
トル帯域は、たとえば、図１、図２、図３、または図４を参照しながら説明したように、
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成要素１２１０は、図１または
図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複
数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様
々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。
通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して確立され得る。
【０１４５】
　[0169]いくつかの例では、送信機構成要素１２３０は、認可無線周波数スペクトル帯域
または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なくとも１
つのＲＦ送信機などの、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素１２３
０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００または２０
０の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信
リンクを介して様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を送信するため
に使用され得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１４６】
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　[0170]いくつかの例では、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０は、装置１２１５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつ
かの例では、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０は、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構
成要素１２３５または応答処理構成要素１２４０を含み得る。
【０１４７】
　[0171]いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１２３５は、要求メッセ
ージを送信するために使用され得る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯
域において動作するセルにアクセスするためにｅＰＲＡＣＨ上で送信され得る。いくつか
の例では、要求メッセージは、スケジュールされていない要求メッセージであり得る。い
くつかの例では、要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され
得る。いくつかの例では、要求メッセージは、サブフレーム境界と同期して送信され得る
。いくつかの例では、要求メッセージは、接続セットアップ要求、ハンドオーバ完了指示
、接続再確立要求、バッファステータス報告、デバイス識別子、または原因値のうちの少
なくとも１つを含み得る。
【０１４８】
　[0172]いくつかの例では、応答処理構成要素１２４０は、要求メッセージを送信したこ
とに応答して、応答メッセージを受信するために使用され得る。応答メッセージは、無認
可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例では、応答メッセージ
は、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールされたアップリンク許可
、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１４９】
　[0173]装置１２１５のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または送信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を
参照しながら説明したように構成または受信され得る。
【０１５０】
　[0174]図１３に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１３１５のブロック図１３００を示す。装置１３１５は、図１、図２、図５、図７、
図８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５
－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７１５、８１５、９１５、１０１５、または１
１１５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図１２を参照しながら説明した装置１２
１５の態様の一例であり得る。装置１３１５はまた、プロセッサであるか、またはそれを
含み得る。装置１３１５は、受信機構成要素１３１０、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素
１３２０、または送信機構成要素１３３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互い
に通信していることがある。
【０１５１】
　[0175]装置１３１５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて
実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、他のタイプ
の集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、およ
び他のセミカスタムＩＣ）が使用され得、それらは当技術分野で知られている任意の方法
でプログラムされ得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは
複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた
、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１５２】
　[0176]いくつかの例では、受信機構成要素１３１０は、認可無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、
無線周波数スペクトル帯域がいくつかの用途のためにいく人かのユーザに認可されている
ので、送信装置がアクセスを求めて競合しないことがある無線周波数スペクトル帯域）ま
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たは無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆ
ｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合
する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ受信機などの少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつか
の例では、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域は、た
とえば、図１、図２、図３、または図４を参照しながら説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成要素１３１０は、場合によっては、認可無線
周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機を含
み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域を介して通
信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、認可ＲＦスペクトル帯域の
ためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１３１２）、および無認可無線周波数スペクト
ル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、無認可Ｒ
Ｆスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１３１４）の形態をとり得
る。認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１３１２または
無認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１３１４を含む受
信機構成要素１３１０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システ
ム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１
つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送
信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域また
は無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１５３】
　[0177]いくつかの例では、送信機構成要素１３３０は、認可無線周波数スペクトル帯域
または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なくとも１
つのＲＦ送信機などの、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素１３３
０は、場合によっては、認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクト
ル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、認可無線
周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素（たと
えば、認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１３３２）、
および無認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信
機構成要素（たとえば、無認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構
成要素１３３４）の形態をとり得る。認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ送信機構成要素１３３２または無認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
送信機構成要素１３３４を含む送信機構成要素１３３０は、図１または図２を参照しなが
ら説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクな
ど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデー
タまたは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、認
可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得
る。
【０１５４】
　[0178]いくつかの例では、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１３２０は、装置１３１５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつ
かの例では、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１３２０は、ＣＣＡ構成要素１３４５、シ
ステム情報処理構成要素１３５０、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５、応答処
理構成要素１３４０、接続セットアップ管理構成要素１３５５、ハンドオーバ管理構成要
素１３６０、接続再確立管理構成要素１３６５、またはバッファステータス報告管理構成
要素１３７０を含み得る。
【０１５５】
　[0179]いくつかの例では、ＣＣＡ構成要素１３４５は、無認可無線周波数スペクトル帯
域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、ＣＣＡ構成要素１３４５は、た
とえば、図３を参照しながら説明したように、ＵＣＣＡを実行することによって無認可無
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線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。無認可無線周波数スペクトル
帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＣＣＡ構成要素１３４５は、ＵＥワイヤレス通
信管理構成要素１３２０が、無認可無線周波数スペクトル帯域を介してＣＵＢＳを送信す
ることを可能にし得る。
【０１５６】
　[0180]いくつかの例では、システム情報処理構成要素１３５０は、ＳＩＢ中で、周波数
インターレースリソースブロックへのｅＰＲＡＣＨのリソースセットのマッピング、ｅＰ
ＲＡＣＨのためのトランスポートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なく
とも１つの電力制御パラメータ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも
１つのサブフレームの指示、または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間
窓の指示のうちの少なくとも１つを受信するために使用され得る。いくつかの例では、ｅ
ＰＲＡＣＨのリソースセットは、少なくとも１つの競合ベースのリソースセットを含み得
る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットはまた、少なくとも１つの専用の
リソースセットを含み得る。いくつかの例では、応答メッセージの受信のための少なくと
も１つの時間窓の指示は、少なくとも１つの接続確立時間窓の第１の指示と少なくとも１
つのハンドオーバ時間窓の第２の指示とを含み得る。
【０１５７】
　[0181]いくつかの例では、システム情報処理構成要素１３５０は、ハンドオーバコマン
ドメッセージ中で、ｅＰＲＡＣＨの専用のリソースセットの指示を受信するために使用さ
れ得る。ハンドオーバコマンドメッセージはまた、ｅＰＲＡＣＨのためのトランスポート
ブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パラメータ、
要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示、また
は応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示を含み得る。いくつかの
例では、応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示は、少なくとも１
つの接続確立時間窓の第１の指示と少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の指示と
を含み得る。
【０１５８】
　[0182]いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５は、ｅＰＲＡＣ
Ｈのリソースセットの中から、要求メッセージを送信するためのリソースセットを選択す
るために使用され得る。（たとえば、接続セットアップまたは接続再確立のための）いく
つかの例では、選択されたリソースセットは、競合ベースのリソースセットであり得る。
いくつかの例（たとえば、ハンドオーバ完了）では、選択されたリソースセットは、専用
のリソースセットであり得る。
【０１５９】
　[0183]いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５は、要求メッセ
ージを送信するために使用され得る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯
域において動作するセルにアクセスするために、選択されたリソースセットを使用してｅ
ＰＲＡＣＨ上で送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、スケジュールされ
ていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセージは、無認可無線
周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、サ
ブフレーム境界と同期して送信され得る。
【０１６０】
　[0184]いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５は、ＣＣＡ構成
要素１３４５が無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと要求
メッセージを送信するために使用され得る。他の例では、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成
要素１３３５は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つこと
なしに要求メッセージを送信し得る。たとえば、要求メッセージは、事前構成されたアッ
プリンクＣＥＴオケージョン中に送信され得る。
【０１６１】
　[0185]いくつかの例では、応答処理構成要素１３４０は、少なくとも１つの時間窓のう



(36) JP 6625621 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

ちの少なくとも１つ中に応答メッセージについて無認可無線周波数スペクトル帯域を監視
するために使用され得る。いくつかの例では、監視は、少なくとも１つの接続確立時間窓
のうちの少なくとも１つ中に行われ得る。ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５を
使用して送信された要求メッセージが、接続セットアップ要求を含むとき、応答処理構成
要素１３４０を使用して受信される応答メッセージは、チャネル競合解決指示と接続構成
メッセージとを含み得る。ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５を使用して送信さ
れた要求メッセージが、ハンドオーバ完了指示を含むとき、応答処理構成要素１３４０を
使用して受信される応答メッセージは、スケジュールされたアップリンク許可を含み得る
。ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５を使用して送信された要求メッセージが、
接続再確立要求を含むとき、応答処理構成要素１３４０を使用して受信される応答メッセ
ージは、チャネル競合解決指示を含み得る。いくつかの例では、応答メッセージはまた、
デバイス識別子またはタイミング調整の指示を含み得る。
【０１６２】
　[0186]いくつかの例では、接続セットアップ管理構成要素１３５５は、接続セットアッ
プを管理するために使用され得る。接続セットアップ管理構成要素１３５５は、ｅＰＲＡ
ＣＨ要求送信管理構成要素１３３５に、要求メッセージを送信するための競合ベースのリ
ソースセットを選択することを行わせ、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５に、
接続セットアップ要求を含む要求メッセージを送信することを行わせ得る。いくつかの例
では、接続セットアップ管理構成要素１３５５は、応答処理構成要素１３４０に、少なく
とも１つの接続確立時間窓中に応答メッセージについて無認可無線周波数スペクトル帯域
を監視することを行わせ得る。いくつかの例では、接続セットアップ管理構成要素１３５
５は、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５に、応答処理構成要素１３４０が応答
メッセージを受信する前に要求メッセージの送信を繰り返すことを行わせ得る。接続セッ
トアップ管理構成要素１３５５はまた、応答メッセージを受信したことに応答して、スケ
ジュールされた確認メッセージを送信するために使用され得る。
【０１６３】
　[0187]いくつかの例では、ハンドオーバ管理構成要素１３６０は、ハンドオーバ完了を
管理するために使用され得る。ハンドオーバ管理構成要素１３６０は、ｅＰＲＡＣＨ要求
送信管理構成要素１３３５に、要求メッセージを送信するための専用のリソースセットを
選択することを行わせ、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５に、ハンドオーバ完
了指示を含む要求メッセージを送信することを行わせ得る。いくつかの例では、ハンドオ
ーバ管理構成要素１３６０は、応答処理構成要素１３４０に、少なくとも１つのハンドオ
ーバ時間窓中に応答メッセージについて無認可無線周波数スペクトル帯域を監視すること
を行わせ得る。いくつかの例では、ハンドオーバ管理構成要素１３６０は、ｅＰＲＡＣＨ
要求送信管理構成要素１３３５に、応答処理構成要素１３４０が応答メッセージを受信す
る前に要求メッセージの送信を繰り返すことを行わせ得る。
【０１６４】
　[0188]いくつかの例では、接続再確立管理構成要素１３６５は、接続再確立を管理する
ために使用され得る。接続再確立管理構成要素１３６５は、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構
成要素１３３５に、要求メッセージを送信するための競合ベースのリソースセットを選択
することを行わせ、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５に、接続再確立要求を含
む要求メッセージを送信することを行わせ得る。いくつかの例では、接続再確立管理構成
要素１３６５は、応答処理構成要素１３４０に、少なくとも１つの接続確立時間窓中に応
答メッセージについて無認可無線周波数スペクトル帯域を監視することを行わせ得る。い
くつかの例では、接続再確立管理構成要素１３６５は、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要
素１３３５に、応答処理構成要素１３４０が応答メッセージを受信する前に要求メッセー
ジの送信を繰り返すことを行わせ得る。接続再確立管理構成要素１３６５はまた、応答メ
ッセージを受信したことに応答して、スケジュールされた確認メッセージを送信するため
に使用され得る。
【０１６５】
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　[0189]いくつかの例では、バッファステータス報告管理構成要素１３７０は、バッファ
ステータス報告の送信を管理するために使用され得る。いくつかの例では、バッファステ
ータス報告管理構成要素１３７０は、ｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１３３５に、ハ
ンドオーバ完了指示とともにバッファステータス報告を送信することを行わせ得る。
【０１６６】
　[0190]装置１３１５のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または送信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図１０、または図１１を参照し
ながら説明したように構成または受信され得る。
【０１６７】
　[0191]図１４に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１４０５のブロック図１４００を示す。装置１４０５は、図１、図２、図５、図７、
図８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０
５－ａ、５０５、７０５、８０５、９０５、１００５、または１１０５のうちの１つまた
は複数の態様の一例であり得る。装置１４０５はまた、プロセッサであるか、またはそれ
を含み得る。装置１４０５は、受信機構成要素１４１０、基地局ワイヤレス通信管理構成
要素１４２０、または送信機構成要素１４３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、
互いに通信し得る。
【０１６８】
　[0192]装置１４０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて
実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、他のタイプ
の集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、およ
び他のセミカスタムＩＣ）が使用され得、当技術分野で知られている任意の方法でプログ
ラムされ得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎
用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ
中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１６９】
　[0193]いくつかの例では、受信機構成要素１４１０は、認可無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、
無線周波数スペクトル帯域がいくつかの用途のためにいく人かのユーザに認可されている
ので、送信装置がアクセスを求めて競合しないことがある無線周波数スペクトル帯域）ま
たは無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆ
ｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合
する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ受信機などの少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつか
の例では、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域は、た
とえば、図１、図２、図３、または図４を参照しながら説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成要素１４１０は、図１または図２を参照しな
がら説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンク
など、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデ
ータまたは制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、
認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され
得る。
【０１７０】
　[0194]いくつかの例では、送信機構成要素１４３０は、認可無線周波数スペクトル帯域
または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なくとも１
つのＲＦ送信機などの、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素１４３
０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００または２０
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０の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信
リンクを介して様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を送信するため
に使用され得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１７１】
　[0195]いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０は、装置１４０
５のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いく
つかの例では、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０は、ｅＰＲＡＣＨ要求処理構
成要素１４３５または応答送信管理構成要素１４４０を含み得る。
【０１７２】
　[0196]いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１４３５は、第１の要求メッ
セージを受信するために使用され得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペ
クトル帯域において動作するセル（たとえば、装置１４０５を含むセル）にアクセスする
ために、ＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で受信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは
、スケジュールされていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセ
ージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例では、要
求メッセージは、サブフレーム境界と同期して受信され得る。いくつかの例では、要求メ
ッセージは、接続セットアップ要求、ハンドオーバ完了指示、接続再確立要求、バッファ
ステータス報告、デバイス識別子、または原因値のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１７３】
　[0197]いくつかの例では、応答送信管理構成要素１４４０は、要求メッセージを受信し
たことに応答して、応答メッセージを送信するために使用され得る。応答メッセージは、
無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、応答メッセ
ージは、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールされたアップリンク
許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくとも１つを含み得る
。
【０１７４】
　[0198]装置１４０５のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または受信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を
参照しながら説明したように構成または送信され得る。
【０１７５】
　[0199]図１５に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１５０５のブロック図１５００を示す。装置１５０５は、図１、図２、図５、図７、
図８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０
５－ａ、５０５、７０５、８０５、９０５、１００５、または１１０５のうちの１つまた
は複数の態様、あるいは図１４を参照しながら説明した装置１４０５の態様の一例であり
得る。装置１５０５はまた、プロセッサであるか、またはそれを含み得る。装置１５０５
は、受信機構成要素１５１０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１５２０、または送信
機構成要素１５３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信し得る。
【０１７６】
　[0200]装置１５０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて
実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、他のタイプ
の集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、およ
び他のセミカスタムＩＣ）が使用され得、当技術分野で知られている任意の方法でプログ
ラムされ得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎
用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ
中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
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【０１７７】
　[0201]いくつかの例では、受信機構成要素１５１０は、認可無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、
無線周波数スペクトル帯域がいくつかの用途のためにいく人かのユーザに認可されている
ので、送信装置がアクセスを求めて競合しないことがある無線周波数スペクトル帯域）ま
たは無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆ
ｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合
する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ受信機などの少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつか
の例では、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域は、た
とえば、図１、図２、図３、または図４を参照しながら説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成要素１５１０は、場合によっては、認可無線
周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機を含
み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域を介して通
信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、認可ＲＦスペクトル帯域の
ためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１５１２）、および無認可無線周波数スペクト
ル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、無認可Ｒ
Ｆスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１５１４）の形態をとり得
る。認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１５１２または
無認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１５１４を含む受
信機構成要素１５１０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システ
ム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１
つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送
信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域また
は無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１７８】
　[0202]いくつかの例では、送信機構成要素１５３０は、認可無線周波数スペクトル帯域
または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なくとも１
つのＲＦ送信機などの、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素１５３
０は、場合によっては、認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクト
ル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、認可無線
周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素（たと
えば、認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１５３２）、
および無認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信
機構成要素（たとえば、無認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構
成要素１５３４）の形態をとり得る。認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ送信機構成要素１５３２または無認可ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
送信機構成要素１５３４を含む送信機構成要素１５３０は、図１または図２を参照しなが
ら説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクな
ど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデー
タまたは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、認
可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得
る。
【０１７９】
　[0203]いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１５２０は、装置１５０
５のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いく
つかの例では、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１５２０は、ＣＣＡ構成要素１５４５
、システム情報送信管理構成要素１５５０、ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１５３５、チ
ャネル競合解決構成要素１５５５、応答送信管理構成要素１５４０、接続セットアップ管
理構成要素１５６０、ハンドオーバ管理構成要素１５６５、接続再確立管理構成要素１５
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７０、またはバッファステータス報告管理構成要素１５７５を含み得る。
【０１８０】
　[0204]いくつかの例では、ＣＣＡ構成要素１５４５は、無認可無線周波数スペクトル帯
域へのアクセスを求めて競合し得る。いくつかの例では、ＣＣＡ構成要素１５４５は、た
とえば、図３を参照しながら説明したように、ＤＣＣＡを実行することによって無認可無
線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。無認可無線周波数スペクトル
帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、ＣＣＡ構成要素１５４５は、基地局ワイヤレス
通信管理構成要素１５２０が、無認可無線周波数スペクトル帯域を介してＣＵＢＳを送信
することを可能にし得る。
【０１８１】
　[0205]いくつかの例では、システム情報送信管理構成要素１５５０は、ＳＩＢ中で、周
波数インターレースリソースブロックへのｅＰＲＡＣＨのリソースセットのマッピング、
ｅＰＲＡＣＨのためのトランスポートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少
なくとも１つの電力制御パラメータ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なく
とも１つのサブフレームの指示、または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの
時間窓の指示のうちの少なくとも１つを送信するために使用され得る。いくつかの例では
、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットは、少なくとも１つの競合ベースのリソースセットを含
み得る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットはまた、少なくとも１つの専
用のリソースセットを含み得る。いくつかの例では、応答メッセージの受信のための少な
くとも１つの時間窓の指示は、少なくとも１つの接続確立時間窓の第１の指示と少なくと
も１つのハンドオーバ時間窓の第２の指示とを含み得る。
【０１８２】
　[0206]いくつかの例では、システム情報送信管理構成要素１５５０は、ハンドオーバコ
マンドメッセージ中で、ｅＰＲＡＣＨの専用のリソースセットの指示を送信するために使
用され得る。ハンドオーバコマンドメッセージはまた、ｅＰＲＡＣＨのためのトランスポ
ートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パラメー
タ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示、
または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示を含み得る。いくつ
かの例では、応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示は、少なくと
も１つの接続確立時間窓の第１の指示と少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の指
示とを含み得る。
【０１８３】
　[0207]いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１５３５は、第１の要求メッ
セージを含む１つまたは複数の要求メッセージを受信するために使用され得る。要求メッ
セージの各々は、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセル（たとえば、装
置１５０５を含むセル）にアクセスするために、それぞれのＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で受
信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、スケジュールされていない要求メッ
セージであり得る。いくつかの例では、要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル
帯域を介して受信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、サブフレーム境界と
同期して受信され得る。
【０１８４】
　[0208]いくつかの例では、チャネル競合解決構成要素１５５５は、要求メッセージがｅ
ＰＲＡＣＨ上で受信された複数のＵＥの間のチャネル競合を解決するために使用され得る
。
【０１８５】
　[0209]いくつかの例では、応答送信管理構成要素１５４０は、要求メッセージを受信し
たことに応答して、応答メッセージを送信するために使用され得る。応答メッセージは、
無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素
１５３５を使用して受信された要求メッセージが、接続セットアップ要求を含むとき、応
答送信管理構成要素１５４０を使用して送信される応答メッセージは、チャネル競合解決
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指示と接続構成メッセージとを含み得る。ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１５３５を使用
して受信された要求メッセージが、ハンドオーバ完了指示を含むとき、応答送信管理構成
要素１５４０を使用して送信される応答メッセージは、スケジュールされたアップリンク
許可を含み得る。ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１５３５を使用して受信された要求メッ
セージが、接続再確立要求を含むとき、応答送信管理要素１５４０を使用して送信される
応答メッセージは、チャネル競合解決指示を含み得る。いくつかの例では、応答メッセー
ジはまた、デバイス識別子またはタイミング調整の指示を含み得る。
【０１８６】
　[0210]いくつかの例では、応答送信管理構成要素１５４０は、ＣＣＡ構成要素１５４５
が無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝った後に応答メッセー
ジを送信するために使用され得る。
【０１８７】
　[0211]いくつかの例では、接続セットアップ管理構成要素１５６０は、接続セットアッ
プを管理するために使用され得る。接続セットアップ管理構成要素１５６０は、応答送信
管理構成要素１５４０に、ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１５３５が接続セットアップ要
求を受信したことに応答して応答メッセージを送信することを行わせ得る。
【０１８８】
　[0212]いくつかの例では、ハンドオーバ管理構成要素１５６５は、ハンドオーバ完了を
管理するために使用され得る。ハンドオーバ管理構成要素１５６５は、応答送信管理構成
要素１５４０に、ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１５３５がハンドオーバ完了指示を受信
したことに応答して応答メッセージを送信することを行わせ得る。
【０１８９】
　[0213]いくつかの例では、接続再確立管理構成要素１５７０は、接続再確立を管理する
ために使用され得る。接続再確立管理構成要素１５７０は、応答送信管理構成要素１５４
０に、ｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１５３５が接続再確立メッセージを受信したことに
応答して応答メッセージを送信することを行わせ得る。
【０１９０】
　[0214]装置１５０５のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または受信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を
参照しながら説明したように構成または送信され得る。
【０１９１】
　[0215]図１６に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ１６１５のブロック図１６００を示す。ＵＥ１６１５は、様々な構成を有し得、含ま
れ得るか、または、パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネ
ットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジ
タルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダー
などの一部であり得る。ＵＥ１６１５は、いくつかの例では、モバイル動作を容易にする
ために、小型バッテリーなどの内部電源（図示されず）を有し得る。いくつかの例では、
ＵＥ１６１５は、図１、図２、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を参照し
ながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７
１５、８１５、９１５、１０１５、または１１１５のうちの１つまたは複数の態様、ある
いは図１２または図１３を参照しながら説明した装置１２１５または１３１５のうちの１
つまたは複数の態様の一例であり得る。ＵＥ１６１５は、図１、図２、図３、図４、図５
、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１２、または図１３を参照しながら説明
したＵＥまたは装置の特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成
され得る。
【０１９２】
　[0216]ＵＥ１６１５は、ＵＥプロセッサ構成要素１６１０、ＵＥメモリ構成要素１６２
０、（ＵＥトランシーバ構成要素１６３０によって表される）少なくとも１つのＵＥトラ
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ンシーバ構成要素、（ＵＥアンテナ１６４０によって表される）少なくとも１つのＵＥア
ンテナ、またはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１６６０を含み得る。これらの構成要素
の各々は、１つまたは複数のバス１６３５を介して、直接または間接的に互いに通信し得
る。
【０１９３】
　[0217]ＵＥメモリ構成要素１６２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）または読取
り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。ＵＥメモリ構成要素１６２０は、実行されたとき、
ＵＥプロセッサ構成要素１６１０に、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作する
セルにアクセスするためのｅＰＲＡＣＨ上での要求メッセージの送信を含み、無認可無線
周波数スペクトル帯域を介した応答メッセージの受信を含む、ワイヤレス通信に関係する
本明細書で説明する様々な機能を実行することを行わせるように構成された命令を含むコ
ンピュータ可読、コンピュータ実行可能コード１６２５を記憶し得る。代替的に、コード
１６２５は、ＵＥプロセッサ構成要素１６１０によって直接的に実行可能ではないことが
あるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）本明細書で説明される様々な機能を
ＵＥ１６１５に実行させるように構成され得る。
【０１９４】
　[0218]ＵＥプロセッサ構成要素１６１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、
たとえば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。
ＵＥプロセッサ構成要素１６１０は、ＵＥトランシーバ構成要素１６３０を通して受信さ
れた情報、またはＵＥアンテナ１６４０を通して送信用にＵＥトランシーバ構成要素１６
３０に送られるべき情報を処理し得る。ＵＥプロセッサ構成要素１６１０は、単独でまた
はＵＥワイヤレス通信管理構成要素１６６０とともに、認可無線周波数スペクトル帯域（
たとえば、無線周波数スペクトル帯域が、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認
可無線周波数スペクトル帯域など、いくつかの用途のためにいく人かのユーザに認可され
ているので、装置がアクセスを求めて競合しない無線周波数スペクトル帯域）、または無
認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域が、Ｗｉ－Ｆｉ用
途などの無認可用途に利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合する必要があり
得る無線周波数スペクトル帯域）を介して通信すること（あるいはその帯域を介した通信
を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０１９５】
　[0219]ＵＥトランシーバ構成要素１６３０は、パケットを変調し、被変調パケットを送
信のためにＵＥアンテナ１６４０に提供し、ＵＥアンテナ１６４０から受信されたパケッ
トを復調するように構成されたモデムを含み得る。ＵＥトランシーバ構成要素１６３０は
、いくつかの例では、１つまたは複数のＵＥ送信機構成要素および１つまたは複数の別個
のＵＥ受信機構成要素として実装され得る。ＵＥトランシーバ構成要素１６３０は、認可
無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域における通信をサポー
トし得る。ＵＥトランシーバ構成要素１６３０は、図１、図２、図５、図７、図８、図９
、図１０、または図１１を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５
０５、７０５、８０５、９０５、１００５、または１１０５のうちの１つまたは複数、あ
るいは図１４または図１５を参照しながら説明した装置１４０５または１５０５のうちの
１つまたは複数と、ＵＥアンテナ１６４０を介して、双方向に通信するように構成され得
る。ＵＥ１６１５は単一のＵＥアンテナを含み得るが、ＵＥ１６１５が複数のＵＥアンテ
ナ１６４０を含み得る例があり得る。
【０１９６】
　[0220]ＵＥ状態構成要素１６５０は、たとえば、ＲＲＣアイドル状態とＲＲＣ接続状態
との間のＵＥ１６１５の遷移を管理するために使用され得、１つまたは複数のバス１６３
５を介して、直接または間接的に、ＵＥ１６１５の他の構成要素と通信していることがあ
る。ＵＥ状態構成要素１６５０またはそれの部分は、プロセッサを含み得、あるいはＵＥ
状態構成要素１６５０の機能の一部または全部は、ＵＥプロセッサ構成要素１６１０によ
ってまたはＵＥプロセッサ構成要素１６１０とともに実行され得る。
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【０１９７】
　[0221]ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１６６０は、認可無線周波数スペクトル帯域ま
たは無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワイヤレス通信に関係する図１、図２、図
３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１２、または図１３を参
照しながら説明したＵＥまたは装置の特徴または機能の一部または全部を実行または制御
するように構成され得る。たとえば、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１６６０は、認可
無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を使用して、補助ダウ
ンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロンモードをサポ
ートするように構成され得る。ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１６６０は、認可無線周
波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された認可ＲＦス
ペクトル帯域のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１６６５と、無認可無線周波数
スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された無認可ＲＦスペ
クトル帯域のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１６７０とを含み得る。ＵＥワイ
ヤレス通信管理構成要素１６６０またはそれの部分は、プロセッサを含み得、あるいはＵ
Ｅワイヤレス通信管理構成要素１６６０の機能の一部または全部は、ＵＥプロセッサ構成
要素１６１０によってまたはＵＥプロセッサ構成要素１６１０とともに実行され得る。い
くつかの例では、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１６６０は、図１２または図１３を参
照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０または１３２０の一例であ
り得る。
【０１９８】
　[0222]図１７に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
基地局１７０５（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図１
７００を示す。いくつかの例では、基地局１７０５は、図１、図２、図５、図７、図８、
図９、図１０、または図１１を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ
、５０５、７０５、８０５、９０５、１００５、または１１０５のうちの１つまたは複数
の態様、あるいは図１４または図１５を参照しながら説明した装置１４０５または１５０
５の態様の一例であり得る。基地局１７０５は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、
図７、図８、図９、図１０、図１１、図１４、または図１５を参照しながら説明した基地
局の特徴および機能の少なくとも一部を実装または支援するように構成され得る。
【０１９９】
　[0223]基地局１７０５は、基地局プロセッサ構成要素１７１０、基地局メモリ構成要素
１７２０、（基地局トランシーバ構成要素１７５０によって表される）少なくとも１つの
基地局トランシーバ構成要素、（基地局アンテナ１７５５によって表される）少なくとも
１つの基地局アンテナ、または基地局ワイヤレス通信管理構成要素１７６０を含み得る。
基地局１７０５はまた、基地局通信構成要素１７３０またはネットワーク通信構成要素１
７４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数
のバス１７３５を介して、直接または間接的に互いに通信し得る。
【０２００】
　[0224]基地局メモリ構成要素１７２０はＲＡＭまたはＲＯＭを含み得る。基地局メモリ
構成要素１７２０は、実行されたとき、基地局プロセッサ構成要素１７１０に、無認可無
線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするためのｅＰＲＡＣＨ上での
いくつかのＵＥの各々からの要求メッセージの受信を含み、無認可無線周波数スペクトル
帯域を介した応答メッセージの送信を含む、ワイヤレス通信に関係する本明細書で説明す
る様々な機能を実行することを行わせるように構成された命令を含むコンピュータ可読、
コンピュータ実行可能コード１７２５を記憶し得る。代替的に、コード１７２５は、基地
局プロセッサ構成要素１７１０によって直接的に実行可能ではないことがあるが、（たと
えば、コンパイルされ実行されると）本明細書で説明される様々な機能を基地局１７０５
に実行させるように構成され得る。
【０２０１】
　[0225]基地局プロセッサ構成要素１７１０は、インテリジェントハードウェアデバイス
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、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基地局プロセッ
サ構成要素１７１０は、基地局トランシーバ構成要素１７５０、基地局通信構成要素１７
３０、またはネットワーク通信構成要素１７４０を通して受信された情報を処理し得る。
基地局プロセッサ構成要素１７１０はまた、アンテナ１７５５を通した送信のためにトラ
ンシーバ構成要素１７５０に送られるべき情報、１つまたは複数の他の基地局１７０５－
ａおよび１７０５－ｂへの送信のために基地局通信構成要素１７３０に送られるべき情報
、またはコアネットワーク１７４５への送信のためにネットワーク通信構成要素１７４０
に送られるべき情報を処理し得、それは、図１に関して説明したコアネットワーク１３０
の１つまたは複数の態様の一例であり得る。基地局プロセッサ構成要素１７１０は、単独
でまたは基地局ワイヤレス通信管理構成要素１７６０とともに、認可無線周波数スペクト
ル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域が、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用
可能な認可無線周波数スペクトル帯域など、いくつかの用途のためにいく人かのユーザに
認可されているので、装置がアクセスを求めて競合しない無線周波数スペクトル帯域）、
または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域が、Ｗｉ
－Ｆｉ用途などの無認可用途に利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合する必
要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して通信すること（あるいはその帯域を介
した通信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０２０２】
　[0226]基地局トランシーバ構成要素１７５０は、パケットを変調し、被変調パケットを
送信のために基地局アンテナ１７５５に提供し、基地局アンテナ１７５５から受信された
パケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局トランシーバ構成要素１
７５０は、いくつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機構成要素および１つまたは
複数の別個の基地局受信機構成要素として実装され得る。基地局トランシーバ構成要素１
７５０は、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域におけ
る通信をサポートし得る。基地局トランシーバ構成要素１７５０は、たとえば、図１、図
２、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、または図１６に関して説明したＵ
Ｅ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、６１５、７１５、８
１５、９１５、１０１５、１１１５、または１６１５のうちの１つまたは複数、あるいは
図１３または図１４を参照しながら説明した装置１３０５または１４０５のうちの１つま
たは複数など、１つまたは複数のＵＥまたは装置と、アンテナ１７５５を介して双方向に
通信するように構成され得る。基地局１７０５は、たとえば、複数の基地局アンテナ１７
５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１７０５は、ネットワーク通信構
成要素１７４０を通してコアネットワーク１７４５と通信し得る。基地局１７０５はまた
、基地局通信構成要素１７３０を使用して、基地局１７０５－ａおよび１７０５－ｂなど
の他の基地局と通信し得る。
【０２０３】
　[0227]基地局ワイヤレス通信管理構成要素１７６０は、認可無線周波数スペクトル帯域
または無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワイヤレス通信に関係する図１、図２、
図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１４、または図１５を
参照しながら説明した特徴または機能の一部または全部を実行または制御するように構成
され得る。たとえば、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１７６０は、認可無線周波数ス
ペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を使用して、補助ダウンリンクモー
ド、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロンモードをサポートするよう
に構成され得る。基地局ワイヤレス通信管理構成要素１７６０は、認可無線周波数スペク
トル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された認可ＲＦスペクトル帯
域のための基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１７６５と、無認可無線周波数スペクトル
帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された無認可ＲＦスペクトル帯域
のための基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１７７０とを含み得る。基地局ワイヤレス通
信管理構成要素１７６０、またはそれの部分はプロセッサを含み得、あるいは基地局ワイ
ヤレス通信管理構成要素１７６０の機能の一部または全部は、基地局プロセッサ構成要素



(45) JP 6625621 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

１７１０によって実行されるか、または基地局プロセッサ構成要素１７１０とともに実行
され得る。いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１７６０は、図１４ま
たは図１５を参照しながら説明した基地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０または１
５２０の一例であり得る。
【０２０４】
　[0228]図１８は、本開示の様々な態様による、基地局１８０５とＵＥ１８１５とを含む
多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システム１８００のブロック図である。ＭＩＭＯ通信シス
テム１８００は、図１または図２を参照しながら説明した、ワイヤレス通信システム１０
０または２００の態様を示し得る。基地局１８０５は、図１、図２、図５、図７、図８、
図９、図１０、図１１、または図１７を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２
０５－ａ、５０５、７０５、８０５、９０５、１００５、１１０５、または１７０５の態
様、あるいは図１４または図１５を参照しながら説明した装置１４０５または１５０５の
態様の一例であり得る。基地局１８０５はアンテナ１８３４～１８３５を装備し得、ＵＥ
１８１５はアンテナ１８５２～１８５３を装備し得る。ＭＩＭＯ通信システム１８００で
は、基地局１８０５は、同時に複数の通信リンクを通じてデータを送ることが可能であり
得る。各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれ得、通信リンクの「ランク」は、通信のために
使用されるレイヤの数を示し得る。たとえば、基地局１８０５が２つの「レイヤ」を送信
する２×２ＭＩＭＯ通信システムでは、基地局１８０５とＵＥ１８１５との間の通信リン
クのランクは２である。
【０２０５】
　[0229]基地局１８０５において、送信プロセッサ１８２０がデータソースからデータを
受信し得る。送信プロセッサ１８２０はデータを処理し得る。送信プロセッサ１８２０は
また、制御シンボルまたは基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭＯプロセッサ
１８３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、または基準シンボルに対
して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シンボルストリームを送
信変調器１８３２～１８３３に与え得る。各変調器１８３２～１８３３は、出力サンプル
ストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シン
ボルストリームを処理し得る。各変調器１８３２～１８３３はさらに、ＤＬ信号を取得す
るために、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィル
タ処理、およびアップコンバート）し得る。一例では、変調器１８３２～１８３３からの
ＤＬ信号は、それぞれアンテナ１８３４～１８３５を介して送信され得る。
【０２０６】
　[0230]ＵＥ１８１５は、図１、図２、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、また
は図１６を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５
－ｃ、５１５、７１５、８１５、９１５、１０１５、１１１５、または１６１５の態様、
あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した装置１２１５または１３１５の態様
の一例であり得る。ＵＥ１８１５において、ＵＥアンテナ１８５２～１８５３は、基地局
１８０５からＤＬ信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器１８５４～１８５５に与え
得る。各復調器１８５４～１８５５は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信
信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し
得る。各復調器１８５４～１８５５はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえ
ば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器１８５６が、す
べての復調器１８５４～１８５５から受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シン
ボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ１
８５８が、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号
）し、ＵＥ１８１５のための復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情報
をプロセッサ１８８０、またはメモリ１８８２に与え得る。
【０２０７】
　[0231]プロセッサ１８８０は、場合によっては、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１８
８４をインスタンス化するための記憶された命令を実行し得る。ＵＥワイヤレス通信管理
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構成要素１８８４は、図１２、図１３、または図１６を参照しながら説明したＵＥワイヤ
レス通信管理構成要素１２２０、１３２０、または１６６０の態様の一例であり得る。
【０２０８】
　[0232]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１８１５において、送信プロセッサ１８６４は
、データソースからデータを受信し、処理し得る。送信プロセッサ１８６４はまた、基準
信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ１８６４からのシンボルは、適
用可能な場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ１８６６によってプリコードされ、さらに（たと
えば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）変調器１８５４～１８５５によって処理され、基地
局１８０５から受信された送信パラメータに従って基地局１８０５に送信され得る。基地
局１８０５において、ＵＥ１８１５からのＵＬ信号がアンテナ１８３４～１８３５によっ
て受信され、復調器１８３２～１８３３によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検
出器１８３６によって検出され、受信プロセッサ１８３８によってさらに処理され得る。
受信プロセッサ１８３８は、復号されたデータをデータ出力とプロセッサ１８４０または
メモリ１８４２とに与え得る。
【０２０９】
　[0233]プロセッサ１８４０は、場合によっては、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１
８８６をインスタンス化するための記憶された命令を実行し得る。基地局ワイヤレス通信
管理構成要素１８８６は、図１４、図１５、または図１７を参照しながら説明した基地局
ワイヤレス通信管理構成要素１４２０、１５２０、または１７６０の態様の一例であり得
る。
【０２１０】
　[0234]ＵＥ１８１５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実
装され得る。言及された構成要素の各々は、ＭＩＭＯ通信システム１８００の動作に関係
する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様に、基地局１８０５の
構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実行するように適応され
た１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個別にまたはまとめて実装され得る。言及された
構成要素の各々は、ＭＩＭＯ通信システム１８００の動作に関係する１つまたは複数の機
能を実行するための手段であり得る。
【０２１１】
　[0235]図１９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的なオブア
方法１９００を示すフローチャートである。明快のために、方法１９００について、図１
、図２、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１６、または図１８を参照しなが
ら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７１５
、８１５、９１５、１０１５、１１１５、１６１５、または１８１５のうちの１つまたは
複数の態様、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した装置１２１５または１
３１５のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、ＵＥ
または装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ
または装置は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能のうちの１つまたは複
数を実行し得る。
【０２１２】
　[0236]ブロック１９０５において、方法１９００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求める競合に勝つことを含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域は、
無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可の用途に利用可能であるので送
信装置がアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る
。ブロック１９０５における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しな
がら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１
８８４、あるいは図１３を参照しながら説明したＣＣＡ構成要素１３４５を使用して実行
され得る。
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【０２１３】
　[0237]ブロック１９１０において、方法１９００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求める競合に勝つと、要求メッセージを送信することを含み得る。要求メ
ッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするため
に、ｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは
、スケジュールされていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセ
ージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要
求メッセージは、サブフレーム境界と同期して送信され得る。いくつかの例では、要求メ
ッセージは、接続セットアップ要求、ハンドオーバ完了指示、接続再確立要求、バッファ
ステータス報告、デバイス識別子、または原因値のうちの少なくとも１つを含み得る。ブ
ロック１９１０における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら
説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８
４、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成
要素１２３５または１３３５を使用して実行され得る。
【０２１４】
　[0238]ブロック１９１５において、方法１９００は、ブロック１９１０において要求メ
ッセージを送信したことに応答して、応答メッセージを受信することを含み得る。応答メ
ッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例では
、応答メッセージは、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールされた
アップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくとも１
つを含み得る。ブロック１９１５における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１
８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６
０、または１８８４、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した応答処理構成
要素１２４０または１３４０を使用して実行され得る。
【０２１５】
　[0239]方法１９００のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または送信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を
参照しながら説明したように構成または受信され得る。
【０２１６】
　[0240]このようにして、方法１９００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１９００は
一実装形態にすぎず、方法１９００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２１７】
　[0241]図２０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法２
０００を示すフローチャートである。明快のために、方法２０００について、図１、図２
、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１６、または図１８を参照しながら説明
したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７１５、８１
５、９１５、１０１５、１１１５、１６１５、または１８１５のうちの１つまたは複数の
態様、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した装置１２１５または１３１５
のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、ＵＥまたは
装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能要素を制御するた
めのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥまたは
装置は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実
行し得る。
【０２１８】
　[0242]ブロック２００５において、方法２０００は、ＳＩＢ中で、周波数インターレー
スリソースブロックへのｅＰＲＡＣＨのリソースセットのマッピング、ｅＰＲＡＣＨのた
めのトランスポートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電
力制御パラメータ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフ
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レームの指示、または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示のう
ちの少なくとも１つを受信することを含み得る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソ
ースセットは、少なくとも１つの競合ベースのリソースセットを含み得る。いくつかの例
では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットはまた、少なくとも１つの専用のリソースセットを
含み得る。いくつかの例では、応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の
指示は、少なくとも１つの接続確立時間窓の第１の指示と少なくとも１つのハンドオーバ
時間窓の第２の指示とを含み得る。ブロック２００５における動作は、図１２、図１３、
図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０
、１３２０、１６６０、または１８８４、あるいは図１３を参照しながら説明したシステ
ム情報処理構成要素１２５０または接続セットアップ管理構成要素１３５５を使用して実
行され得る。
【０２１９】
　[0243]ブロック２０１０において、方法２０００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求める競合に勝つことを含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域は、
無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可の用途に利用可能であるので送
信装置がアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る
。ブロック２０１０における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しな
がら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１
８８４、あるいは図１３を参照しながら説明したＣＣＡ構成要素１３４５を使用して実行
され得る。
【０２２０】
　[0244]ブロック２０１５において、方法２０００は、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットの
中から、要求メッセージを送信するためのリソースセットを選択することを含み得る。い
くつかの例では、選択されたリソースセットは、競合ベースのリソースセットであり得る
。ブロック２０１５における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しな
がら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１
８８４、図１２または図１３を参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素
１２３５または１３３５、あるいは図１３を参照しながら説明した接続セットアップ管理
構成要素１３５５を使用して実行され得る。
【０２２１】
　[0245]ブロック２０２０において、ブロック２０１０において無認可無線周波数スペク
トル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、方法２０００は、接続セットアップ要求を
含む要求メッセージを送信することを含み得る。要求メッセージは、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、選択されたリソースセットを
使用してｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。いくつかの例では、要求メッセー
ジは、スケジュールされていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メ
ッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では
、要求メッセージは、サブフレーム境界と同期して送信され得る。ブロック２０２０にお
ける動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤ
レス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図
１３を参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１２３５または１３３５
、あるいは図１３を参照しながら説明した接続セットアップ管理構成要素１３５５を使用
して実行され得る。
【０２２２】
　[0246]ブロック２０２５において、方法２０００は、少なくとも１つの時間窓のうちの
少なくとも１つ中に応答メッセージについて無認可無線周波数スペクトル帯域を監視する
ことを含み得る。いくつかの例では、監視は、少なくとも１つの接続確立時間窓のうちの
少なくとも１つ中に行われ得る。ブロック２０２５における動作は、図１２、図１３、図
１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、
１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図１３を参照しながら説明した応答
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処理構成要素１２４０または１３４０、あるいは図１３を参照しながら説明した接続セッ
トアップ管理構成要素１３５５を使用して実行され得る。
【０２２３】
　[0247]ブロック２０３０において、方法２０００は、ブロック２０２０において要求メ
ッセージを送信したことに応答して、チャネル競合解決指示と接続構成メッセージとを含
む応答メッセージを受信することを含み得る。応答メッセージは、無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例では、応答メッセージはまた、デバイス
識別子またはタイミング調整の指示を含み得る。ブロック２０３０における動作は、図１
２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成
要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図１３を参照しなが
ら説明した応答処理構成要素１２４０または１３４０、あるいは図１３を参照しながら説
明した接続セットアップ管理構成要素１３５５を使用して実行され得る。
【０２２４】
　[0248]ブロック２０３５において、方法２０００は、応答メッセージを受信したことに
応答して、スケジュールされた確認メッセージを送信することを含み得る。ブロック２０
３５における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵ
Ｅワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８４、あるい
は図１３を参照しながら説明した接続セットアップ管理構成要素１３５５を使用して実行
され得る。
【０２２５】
　[0249]いくつかの例では、方法２０００は、ブロック２０３０において応答メッセージ
を受信する前にブロック２０２０において送信することを繰り返すことを含み得る。
【０２２６】
　[0250]いくつかの例では、方法２０００は、ブロック２０１０において、無認可無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに実行され得る。これらの
例では、要求メッセージは、事前構成されたアップリンクＣＥＴオケージョン中に送信さ
れ得る。
【０２２７】
　[0251]方法２０００のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、ま
たは図１１を参照しながら説明したように構成または送信され得、あるいは応答メッセー
ジは、さらに、図５、図７、または図１１を参照しながら説明したように構成または受信
され得る。
【０２２８】
　[0252]このようにして、方法２０００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２０００は
一実装形態にすぎず、方法２０００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２２９】
　[0253]図２１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法２
１００を示すフローチャートである。明快のために、方法２１００について、図１、図２
、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１６、または図１８を参照しながら説明
したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７１５、８１
５、９１５、１０１５、１１１５、１６１５、または１８１５のうちの１つまたは複数の
態様、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した装置１２１５または１３１５
のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、ＵＥまたは
装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能要素を制御するた
めのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥまたは
装置は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実
行し得る。
【０２３０】
　[0254]ブロック２１０５において、方法２１００は、ハンドオーバコマンドメッセージ
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中で、ｅＰＲＡＣＨの専用のリソースセットの指示を受信することを含み得る。ハンドオ
ーバコマンドメッセージまたは受信されたＳＩＢはまた、ｅＰＲＡＣＨのためのトランス
ポートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パラメ
ータ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフレームの指示
、または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示を含み得る。いく
つかの例では、応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示は、少なく
とも１つの接続確立時間窓の第１の指示と少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の
指示とを含み得る。ブロック２１０５における動作は、図１２、図１３、図１６、または
図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１
６６０、または１８４、あるいは図１３を参照しながら説明したシステム情報処理構成要
素１３５０またはハンドオーバ管理構成要素１３６０を使用して実行され得る。
【０２３１】
　[0255]ブロック２１１０において、方法２１００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求める競合に勝つことを含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域は、
無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可の用途に利用可能であるので送
信装置がアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る
。ブロック２１１０における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しな
がら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１
８８４、あるいは図１３を参照しながら説明したＣＣＡ構成要素１３４５を使用して実行
され得る。
【０２３２】
　[0256]ブロック２１１５において、ブロック２１１０において無認可無線周波数スペク
トル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、方法２１００は、ハンドオーバ完了指示を
含む要求メッセージを送信することを含み得る。要求メッセージは、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、専用のリソースセットを使用
してｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは
、スケジュールされていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセ
ージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要
求メッセージは、サブフレーム境界と同期して送信され得る。ブロック２１１５における
動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス
通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図１３
を参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１２３５または１３３５、あ
るいは図１３を参照しながら説明したハンドオーバ管理構成要素１３６０を使用して実行
され得る。
【０２３３】
　[0257]ブロック２１２０において、方法２１００は、少なくとも１つの時間窓のうちの
少なくとも１つ中に応答メッセージについて無認可無線周波数スペクトル帯域を監視する
ことを含み得る。いくつかの例では、監視は、少なくとも１つのハンドオーバ時間窓のう
ちの少なくとも１つ中に行われ得る。ブロック２１２０における動作は、図１２、図１３
、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２
０、１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図１３を参照しながら説明した
応答処理構成要素１２４０または１３４０、あるいは図１３を参照しながら説明したハン
ドオーバ管理構成要素１３６０を使用して実行され得る。
【０２３４】
　[0258]ブロック２１２５において、方法２１００は、ブロック２１１５において要求メ
ッセージを送信したことに応答して、スケジュールされたアップリンク許可を含む応答メ
ッセージを受信することを含み得る。応答メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して受信され得る。いくつかの例では、応答メッセージはまた、デバイス識別子ま
たはタイミング調整の指示を含み得る。ブロック２１２５における動作は、図１２、図１
３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２
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０、１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図１３を参照しながら説明した
応答処理構成要素１２４０または１３４０、あるいは図１３を参照しながら説明したハン
ドオーバ管理構成要素１３６０を使用して実行され得る。
【０２３５】
　[0259]いくつかの例では、方法２１００は、ブロック２１２５において応答メッセージ
を受信する前にブロック２１１５において送信することを繰り返すことを含み得る。
【０２３６】
　[0260]いくつかの例では、方法２１００は、ブロック２１１０において、無認可無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに実行され得る。これらの
例では、要求メッセージは、事前構成されたアップリンクＣＥＴオケージョン中に送信さ
れ得る。
【０２３７】
　[0261]方法２１００のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図８、ま
たは図１１を参照しながら説明したように構成または送信され得、あるいは応答メッセー
ジは、さらに、図５、図８、または図１１を参照しながら説明したように構成または受信
され得る。
【０２３８】
　[0262]このようにして、方法２１００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２１００は
一実装形態にすぎず、方法２１００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２３９】
　[0263]図２２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法２
２００を示すフローチャートである。明快のために、方法２２００について、図１、図２
、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１６、または図１８を参照しながら説明
したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７１５、８１
５、９１５、１０１５、１１１５、１６１５、または１８１５のうちの１つまたは複数の
態様、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した装置１２１５または１３１５
のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、ＵＥまたは
装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能要素を制御するた
めのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥまたは
装置は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実
行し得る。
【０２４０】
　[0264]ブロック２２０５において、方法２２００は、ＳＩＢ中で、周波数インターレー
スリソースブロックへのｅＰＲＡＣＨのリソースセットのマッピング、ｅＰＲＡＣＨのた
めのトランスポートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電
力制御パラメータ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフ
レームの指示、または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示のう
ちの少なくとも１つを受信することを含み得る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソ
ースセットは、少なくとも１つの競合ベースのリソースセットを含み得る。いくつかの例
では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットはまた、少なくとも１つの専用のリソースセットを
含み得る。いくつかの例では、応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の
指示は、少なくとも１つの接続確立時間窓の第１の指示と少なくとも１つのハンドオーバ
時間窓の第２の指示とを含み得る。ブロック２２０５における動作は、図１２、図１３、
図１６、または図１８を参照しながら説明したワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１
３２０、１６６０、または１８８４、あるいは図１３を参照しながら説明したシステム情
報処理構成要素１３５０または接続再確立管理構成要素１３６５を使用して実行され得る
。
【０２４１】
　[0265]ブロック２２１０において、方法２２００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
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へのアクセスを求める競合に勝つことを含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域は、
無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可の用途に利用可能であるので送
信装置がアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る
。ブロック２２１０における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しな
がら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１
８８４、あるいは図１３を参照しながら説明したＣＣＡ構成要素１３４５を使用して実行
され得る。
【０２４２】
　[0266]ブロック２２１５において、方法２２００は、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットの
中から、要求メッセージを送信するためのリソースセットを選択することを含み得る。い
くつかの例では、選択されたリソースセットは、競合ベースのリソースセットであり得る
。ブロック２２１５における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しな
がら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１
８８４、図１２または図１３を参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素
１２３５または１３３５、あるいは図１３を参照しながら説明した接続再確立管理構成要
素１３６５を使用して実行され得る。
【０２４３】
　[0267]ブロック２２２０において、ブロック２２１０において無認可無線周波数スペク
トル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、方法２２００は、接続再確立要求を含む要
求メッセージを送信することを含み得る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクト
ル帯域において動作するセルにアクセスするために、選択されたリソースセットを使用し
てｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、
スケジュールされていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセー
ジは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、要求
メッセージは、サブフレーム境界と同期して送信され得る。ブロック２２２０における動
作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通
信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図１３を
参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１２３５または１３３５、ある
いは図１３を参照しながら説明した接続再確立管理構成要素１３６５を使用して実行され
得る。
【０２４４】
　[0268]ブロック２２２５において、方法２２００は、少なくとも１つの時間窓のうちの
少なくとも１つ中に応答メッセージについて無認可無線周波数スペクトル帯域を監視する
ことを含み得る。いくつかの例では、監視は、少なくとも１つの接続確立時間窓のうちの
少なくとも１つ中に行われ得る。ブロック２２２５における動作は、図１２、図１３、図
１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、
１３２０、１６６０、または１８８４、図１２または図１３を参照しながら説明した応答
処理構成要素１１４０または１２４０、あるいは図１３を参照しながら説明した接続再確
立管理構成要素１３６５を使用して実行され得る。
【０２４５】
　[0269]ブロック２２３０において、方法２２００は、ブロック２２２０において要求メ
ッセージを送信したことに応答して、チャネル競合解決指示を含む応答メッセージを受信
することを含み得る。応答メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信
され得る。いくつかの例では、応答メッセージはまた、デバイス識別子またはタイミング
調整の指示を含み得る。ブロック２２３０における動作は、図１２、図１３、図１６、ま
たは図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０
、１６６０、または１８８４、図１２または図１３を参照しながら説明した応答処理構成
要素１２４０または１３４０、あるいは図１３を参照しながら説明した接続再確立管理構
成要素１３６５を使用して実行され得る。
【０２４６】
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　[0270]ブロック２２３５において、方法２２００は、応答メッセージを受信したことに
応答して、スケジュールされた確認メッセージを送信することを含み得る。ブロック２２
３５における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵ
Ｅワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８４、あるい
は図１３を参照しながら説明した接続チャネル競合解決指示管理構成要素１３６５を使用
して実行され得る。
【０２４７】
　[0271]いくつかの例では、方法２２００は、ブロック２２３０において応答メッセージ
を受信する前にブロック２２２０において送信することを繰り返すことを含み得る。
【０２４８】
　[0272]いくつかの例では、方法２２００は、ブロック２２１０において、無認可無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに実行され得る。これらの
例では、要求メッセージは、事前構成されたアップリンクＣＥＴオケージョン中に送信さ
れ得る。
【０２４９】
　[0273]方法２２００のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図９、図
１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または送信され得、あるいは応答
メッセージは、さらに、図５、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したよう
に構成または受信され得る。
【０２５０】
　[0274]このようにして、方法２２００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２２００は
一実装形態にすぎず、方法２２００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２５１】
　[0275]いくつかの例では、図１９、図２０、図２１、図２２、または図２３を参照しな
がら説明した方法１９００、２０００、２１００、２２００、または２３００のうちの１
つまたは複数の態様は組み合わされ得る。
【０２５２】
　[0276]図２３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法２
３００を示すフローチャートである。明快のために、方法２３００について、図１、図２
、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１６、または図１８を参照しながら説明
したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、５１５、７１５、８１
５、９１５、１０１５、１１１５、１６１５、または１８１５のうちの１つまたは複数の
態様、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した装置１２１５または１３１５
のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、ＵＥまたは
装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能要素を制御するた
めのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥまたは
装置は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実
行し得る。
【０２５３】
　[0277]ブロック２３０５において、方法２３００は、要求メッセージを送信することを
含み得る。要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルに
アクセスするために、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つ
ことなしにｅＰＲＡＣＨ上でＵＥによって送信され得る。無認可無線周波数スペクトル帯
域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可の用途に利用可能である
ので送信装置がアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含
み得る。いくつかの例では、要求メッセージは、スケジュールされていない要求メッセー
ジであり得る。いくつかの例では、要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、サブフレーム境界と同期
して送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、事前構成されたアップリンク
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ＣＥＴオケージョン中に送信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、接続セッ
トアップ要求、ハンドオーバ完了指示、接続再確立要求、バッファステータス報告、デバ
イス識別子、または原因値のうちの少なくとも１つを含み得る。ブロック２３０５におけ
る動作は、図１２、図１３、図１６、または図１８を参照しながら説明したＵＥワイヤレ
ス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６０、または１８８４、あるいは図１２ま
たは図１３を参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求送信管理構成要素１２３５または１
３３５を使用して実行され得る。
【０２５４】
　[0278]ブロック２３１０において、方法２３００は、ブロック２３０５において要求メ
ッセージを送信したことに応答して、応答メッセージを受信することを含み得る。応答メ
ッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例では
、応答メッセージは、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールされた
アップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくとも１
つを含み得る。ブロック２３１０における動作は、図１２、図１３、図１６、または図１
８を参照しながら説明したＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、１６６
０、または１８８４、あるいは図１２または図１３を参照しながら説明した応答処理構成
要素１２４０または１３４０を使用して実行され得る。
【０２５５】
　[0279]方法２３００のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または送信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を
参照しながら説明したように構成または受信され得る。
【０２５６】
　[0280]このようにして、方法２３００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２３００は
一実装形態にすぎず、方法２３００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２５７】
　[0281]図２４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法２
４００を示すフローチャートである。明快のために、方法２４００について、図１、図２
、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１７、または図１８を参照しながら説明
した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５、７０５、８０５、９０５、１００５、
１１０５、１７０５、または１８０５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図１４ま
たは図１５を参照しながら説明した装置１４０５または１５０５のうちの１つまたは複数
の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局または装置は、以下で説明す
る機能を実施するように基地局または装置の機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局または装置は、専用ハード
ウェアを使用して以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０２５８】
　[0282]ブロック２４０５において、方法２４００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求める競合に勝つことを含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域は、
無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可の用途に利用可能であるので送
信装置がアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る
。ブロック２４０５における動作は、図１４、図１５、図１７、または図１８を参照しな
がら説明した基地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０、１５２０、１７６０、または
１８８６、あるいは図１５を参照しながら説明したＣＣＡ構成要素１５４５を使用して実
行され得る。
【０２５９】
　[0283]ブロック２４１０において、方法２４００は、第１の要求メッセージを受信する
ことを含み得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動
作するセルにアクセスするために、ＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受信され得
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る。いくつかの例では、要求メッセージは、スケジュールされていない要求メッセージで
あり得る。いくつかの例では、要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して受信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、サブフレーム境界と同期して
受信され得る。いくつかの例では、要求メッセージは、接続セットアップ要求、ハンドオ
ーバ完了指示、接続再確立要求、バッファステータス報告、デバイス識別子、または原因
値のうちの少なくとも１つを含み得る。ブロック２４１０における動作は、図１４、図１
５、図１７、または図１８を参照しながら説明した基地局ワイヤレス通信管理構成要素１
４２０、１５２０、１７６０、または１８８６、あるいは図１４または図１５を参照しな
がら説明したｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１４３５または１５３５を使用して実行され
得る。
【０２６０】
　[0284]ブロック２４１５において、方法２４００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求める競合に勝ったことに応答して、またブロック２４１０において要求
メッセージを受信したことに応答して、応答メッセージを送信することを含み得る。応答
メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例で
は、応答メッセージは、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールされ
たアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくとも
１つを含み得る。ブロック２４１５における動作は、図１４、図１５、図１７、または図
１８を参照しながら説明した基地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０、１５２０、１
７６０、または１８８４、あるいは図１４または図１５を参照しながら説明した応答送信
管理構成要素１４４０または１５４０を使用して実行され得る。
【０２６１】
　[0285]いくつかの例では、方法２４００は、ＳＩＢ中で、周波数インターレースリソー
スブロックへのｅＰＲＡＣＨのリソースセットのマッピング、ｅＰＲＡＣＨのためのトラ
ンスポートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パ
ラメータ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフレームの
指示、または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示のうちの少な
くとも１つを送信することを含み得る。ＳＩＢは、ブロック２４０５において第１の要求
メッセージを受信するより前に、送信され、いくつかのＵＥの各々によって受信され得る
。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットは、少なくとも１つの競合ベースの
リソースセットを含み得る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットはまた、
少なくとも１つの専用のリソースセットを含み得る。いくつかの例では、応答メッセージ
の受信のための少なくとも１つの時間窓の指示は、少なくとも１つの接続確立時間窓の第
１の指示と少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の指示とを含み得る。本段落にお
いて説明した動作は、図１４、図１５、図１７、または図１８を参照しながら説明した基
地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０、１５２０、１７６０、または１８８６、ある
いは図１５を参照しながら説明したシステム情報送信管理構成要素１５５０を使用して実
行され得る。
【０２６２】
　[0286]いくつかの例では、要求メッセージの受信の前に、無認可無線周波数スペクトル
帯域へのアクセスを求める競合に勝ち得る。いくつかの例では、要求メッセージの受信の
間にまたはそれの後に、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝
ち得る。
【０２６３】
　[0287]いくつかの例では、方法２４００は、ブロック２４０５において、複数のＵＥの
各々からそれぞれの要求メッセージを受信することを含み得る。それぞれの要求メッセー
ジは、それぞれのデバイス識別子を含み、第１の要求メッセージは第１のデバイス識別子
を含み得る。これらの例では、方法２４００は、第１のＵＥのほうを優先して複数のＵＥ
の間のチャネル競合を解決することと、応答メッセージ中に第１のデバイス識別子を含め
ることとを含み得る。
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【０２６４】
　[0288]いくつかの例では、方法２４００は、ブロック２４０５において第１の要求メッ
セージを受信することとブロック２４１０において応答メッセージを送信することとの間
に、第１のＵＥのコンテキストをソース基地局に要求することを含み得る。
【０２６５】
　[0289]方法２４００のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または受信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を
参照しながら説明したように構成または送信され得る。
【０２６６】
　[0290]このようにして、方法２４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２４００は
一実装形態にすぎず、方法２４００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２６７】
　[0291]図２５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法２
５００を示すフローチャートである。明快のために、方法２５００について、図１、図２
、図５、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１７、または図１８を参照しながら説明
した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５、７０５、８０５、９０５、１００５、
１１０５、１７０５、または１８０５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図１４ま
たは図１５を参照しながら説明した装置１４０５または１５０５のうちの１つまたは複数
の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局または装置は、以下で説明す
る機能を実施するように基地局または装置の機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局または装置は、専用ハード
ウェアを使用して以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０２６８】
　[0292]ブロック２５０５において、方法２５００は、第１の要求メッセージを受信する
ことを含み得る。第１の要求メッセージは、無認可無線周波数スペクトル帯域において動
作するセルにアクセスするために、ＵＥからｅＰＲＡＣＨ上で基地局によって受信され得
る。無認可無線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途な
どの無認可の用途に利用可能であるので送信装置がアクセスを求めて競合する必要があり
得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。いくつかの例では、要求メッセージは、スケ
ジュールされていない要求メッセージであり得る。いくつかの例では、要求メッセージは
、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつかの例では、要求メッ
セージは、サブフレーム境界と同期して受信され得る。いくつかの例では、要求メッセー
ジは、接続セットアップ要求、ハンドオーバ完了指示、接続再確立要求、バッファステー
タス報告、デバイス識別子、または原因値のうちの少なくとも１つを含み得る。ブロック
２５０５における動作は、図１４、図１５、図１７、または図１８を参照しながら説明し
た基地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０、１５２０、１７６０、または１８８６、
あるいは図１４または図１５を参照しながら説明したｅＰＲＡＣＨ要求処理構成要素１４
３５または１５３５を使用して実行され得る。
【０２６９】
　[0293]ブロック２５１０において、方法２５００は、ブロック２５０５において要求メ
ッセージを受信したことに応答して、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求
める競合に勝つことなしに、応答メッセージを送信することを含み得る。応答メッセージ
は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。いくつかの例では、応答メ
ッセージは、事前構成されたダウンリンクＣＥＴオケージョン中に送信され得る。いくつ
かの例では、応答メッセージは、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュ
ールされたアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少
なくとも１つを含み得る。ブロック２５１０における動作は、図１４、図１５、図１７、
または図１８を参照しながら説明した基地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０、１５
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２０、１７６０、または１８８４、あるいは図１４または図１５を参照しながら説明した
応答送信管理構成要素１４４０または１５４０を使用して実行され得る。
【０２７０】
　[0294]いくつかの例では、方法２５００は、ＳＩＢ中で、周波数インターレースリソー
スブロックへのｅＰＲＡＣＨのリソースセットのマッピング、ｅＰＲＡＣＨのためのトラ
ンスポートブロックサイズの指示、ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制御パ
ラメータ、要求メッセージを送信するために利用可能な少なくとも１つのサブフレームの
指示、または応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間窓の指示のうちの少な
くとも１つを送信することを含み得る。ＳＩＢは、ブロック２５０５において第１の要求
メッセージを受信するより前に、送信され、いくつかのＵＥの各々によって受信され得る
。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットは、少なくとも１つの競合ベースの
リソースセットを含み得る。いくつかの例では、ｅＰＲＡＣＨのリソースセットはまた、
少なくとも１つの専用のリソースセットを含み得る。いくつかの例では、応答メッセージ
の受信のための少なくとも１つの時間窓の指示は、少なくとも１つの接続確立時間窓の第
１の指示と少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の指示とを含み得る。本段落にお
いて説明した動作は、図１４、図１５、図１７、または図１８を参照しながら説明した基
地局ワイヤレス通信管理構成要素１４２０、１５２０、１７６０、または１８８６、ある
いは図１５を参照しながら説明したシステム情報送信管理構成要素１５５０を使用して実
行され得る。
【０２７１】
　[0295]いくつかの例では、方法２５００は、ブロック２５０５において、複数のＵＥの
各々からそれぞれの要求メッセージを受信することを含み得る。それぞれの要求メッセー
ジは、それぞれのデバイス識別子を含み、第１の要求メッセージは第１のデバイス識別子
を含み得る。これらの例では、方法２５００は、第１のＵＥのほうを優先して複数のＵＥ
の間のチャネル競合を解決することと、応答メッセージ中に第１のデバイス識別子を含め
ることとを含み得る。
【０２７２】
　[0296]いくつかの例では、方法２５００は、ブロック２５０５において第１の要求メッ
セージを受信することとブロック２５１０において応答メッセージを送信することとの間
に、第１のＵＥのコンテキストをソース基地局に要求することを含み得る。
【０２７３】
　[0297]方法２５００のいくつかの例では、要求メッセージは、さらに、図５、図７、図
８、図９、図１０、または図１１を参照しながら説明したように構成または受信され得、
あるいは応答メッセージは、さらに、図５、図７、図８、図９、図１０、または図１１を
参照しながら説明したように構成または送信され得る。
【０２７４】
　[0298]このようにして、方法２５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２５００は
一実装形態にすぎず、方法２５００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２７５】
　[0299]いくつかの例では、図２４および図２５を参照して記載された方法２４００およ
び２５００の態様は、組み合わされ得る。
【０２７６】
　[0300]本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用され
得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される
。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ
）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、お
よびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般
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に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Pa
cket Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））
およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシ
ステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウ
ルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ
８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥ
ＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲ
ＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用す
るＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Ge
neration Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２
０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3r
d Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明
細書で説明した技法は、無認可または共有帯域幅を介したセルラー（たとえば、ＬＴＥ）
通信を含む、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のた
めに使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムにつ
いて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ適用例以外に適用可能である。
【０２７７】
　[0301]添付の図面に関して上に記載された発明を実施するための形態は、例について説
明しており、実装され得るかまたは特許請求の範囲内に入る例のすべてを表すものではな
い。「例」および「例示的」という用語は、本明細書で使用されるとき、「例、事例、ま
たは例示として働く」ことを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」こ
とを意味するものではない。発明を実施するための形態は、説明される技法の理解をもた
らすための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに
実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭にすることを回避するた
めに、よく知られている構造および装置がブロック図の形式で示されている。
【０２７８】
　[0302]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上の説明全体を通じて参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、
ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁気粒子、光場
もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表現され得る。
【０２７９】
　[0303]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎
用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ
、たとえばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構
成としても実装され得る。
【０２８０】
　[0304]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体



(59) JP 6625621 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

を介して送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲お
よび趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロ
セッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのい
ずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装す
る特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散
されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本
明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「または」という
語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または列挙され
た項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば、組成
が、構成要素Ａ、Ｂ、またはＣを含んでいると記述されている場合、その組成は、Ａのみ
、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢと
Ｃの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用さ
れる場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つ
または複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたは
ＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的
列挙を示す。
【０２８１】
　[0305]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の入手可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎
用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ
得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本
明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（di
sc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル
多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢ
ｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常
、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する
。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２８２】
　[0306]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとな
り、本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に
適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべ
きでなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられ
るべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める前記競合に勝つと要求メッ
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セージを送信すること、ここで、前記要求メッセージは、前記無認可無線周波数スペクト
ル帯域において動作するセルにアクセスするために、拡張物理ランダムアクセスチャネル
（ｅＰＲＡＣＨ）上でユーザ機器（ＵＥ）によって送信される、と、
　前記要求メッセージを送信したことに応答して、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して応答メッセージを受信することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記要求メッセージが、接続セットアップ要求、ハンドオーバ完了指示、接続再確立要
求、バッファステータス報告、デバイス識別子、または原因値のうちの少なくとも１つを
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記応答メッセージが、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールさ
れたアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくと
も１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ｅＰＲＡＣＨが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信される、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記要求メッセージが、スケジュールされていない要求メッセージである、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ６］
　システム情報ブロック中で、前記応答メッセージの受信のための少なくとも１つの時間
窓の指示を受信すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記少なくとも１つの時間窓のうちの少なくとも１つ中に前記応答メッセージについて
前記無認可無線周波数スペクトル帯域を監視すること、
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記少なくとも１つの時間窓の前記指示が、少なくとも１つの接続確立時間窓の第１の
指示と少なくとも１つのハンドオーバ時間窓の第２の指示とを備える、Ｃ６に記載の方法
。
［Ｃ９］
　システム情報ブロック中で、周波数インターレースリソースブロックへの前記ｅＰＲＡ
ＣＨのリソースセットのマッピングを受信すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ｅＰＲＡＣＨの前記リソースセットの中から、前記要求メッセージを送信するため
のリソースセットを選択すること、
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記システム情報ブロック中で、前記ｅＰＲＡＣＨのためのトランスポートブロックサ
イズの少なくとも１つの指示を受信すること、
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記システム情報ブロック中で、前記ｅＰＲＡＣＨについての少なくとも１つの電力制
御パラメータを受信すること、
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　システム情報ブロック中で、前記送信することを実行するために利用可能な少なくとも
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１つのサブフレームの指示を受信すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記応答メッセージを受信したことに応答して、スケジュールされた確認メッセージを
送信すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記応答メッセージを受信する前に前記送信することを繰り返すこと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ｅＰＲＡＣＨが、少なくとも１つの競合ベースのリソースセットを備える、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ｅＰＲＡＣＨが、少なくとも１つの専用のリソースセットをさらに備える、Ｃ１６
に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記要求メッセージが、前記少なくとも１つの専用のリソースセットのうちの１つを使
用して送信されたハンドオーバ完了指示である、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記要求メッセージが、サブフレーム境界と同期して送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　要求メッセージを送信すること、ここで、前記要求メッセージが、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、前記無認可無線周波数スペク
トル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに拡張物理ランダムアクセスチャネル
（ｅＰＲＡＣＨ）上でユーザ機器（ＵＥ）によって送信される、と、
　前記要求メッセージを送信したことに応答して、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して応答メッセージを受信することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２１］
　前記要求メッセージが、事前構成されたアップリンククリアチャネルアセスメント（Ｃ
ＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）オケージョン中に送信される、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことと、
　第１の要求メッセージを受信すること、ここで、前記第１の要求メッセージが、前記無
認可無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、第１のユー
ザ機器（ＵＥ）から拡張物理ランダムアクセスチャネル（ｅＰＲＡＣＨ）上で基地局によ
って受信される、と、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める前記競合に勝ったことに応
答して、また前記第１のＵＥから前記第１の要求メッセージを受信したことに応答して、
前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージを送信することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２３］
　前記第１の要求メッセージが、接続セットアップ要求、ハンドオーバ完了指示、接続確
立要求、バッファステータス報告、デバイス識別子、または原因値のうちの少なくとも１
つを備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記応答メッセージが、接続構成メッセージ、チャネル競合解決指示、スケジュールさ
れたアップリンク許可、デバイス識別子、またはタイミング調整の指示のうちの少なくと
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［Ｃ２５］
　前記ｅＰＲＡＣＨが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信される、Ｃ２
２に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記第１の要求メッセージを受信することと前記応答メッセージを送信することとの間
に、前記第１のＵＥのコンテキストをソース基地局に要求すること、
　をさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２７］
　複数のＵＥのうちの少なくとも１つからそれぞれの要求メッセージを受信すること、こ
こで、それぞれの要求メッセージが、それぞれのデバイス識別子を備え、前記第１の要求
メッセージが、第１のデバイス識別子を備える、
　をさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記第１のＵＥのほうを優先して前記複数のＵＥの間のチャネル競合を解決することと
、
　前記応答メッセージ中に前記第１のデバイス識別子を含めることと、
　をさらに備える、Ｃ２７に記載の方法。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の要求メッセージを受信すること、ここで、前記第１の要求メッセージが、無認可
無線周波数スペクトル帯域において動作するセルにアクセスするために、第１のユーザ機
器（ＵＥ）から拡張物理ランダムアクセスチャネル（ｅＰＲＡＣＨ）上で基地局によって
受信される、と、
　前記第１のＵＥから前記第１の要求メッセージを受信したことに応答して、前記無認可
無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことなしに、前記無認可無線
周波数スペクトル帯域を介して応答メッセージを送信することと、
　を備える、方法。
［Ｃ３０］
　前記要求メッセージが、事前構成されたダウンリンククリアチャネルアセスメント（Ｃ
ＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）オケージョン中に送信される、Ｃ２９に記載の方法。
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